
関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番号  :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :1‐ 45

、今
～
す年 J月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請  '検査■請二覧表のとおり

3検査期日  自 黍瀬中 す 年 ど 月→9日

至浴
～
す年丁月∂9日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

(5検
査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果   検査結果下覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :■ -45



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第321号 (平成28年 10月 7日 )

関原発第435号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第47号 (平成30年 4月 20日 )

関原発第203号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第260号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第416号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 505号 (平成 31年 字月 1日 )

関原発第 513号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第  4号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 69号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 116号 (2019年 6月 24日 )

関原発第 205号 (2019年 8月 23日 )

関原発第 511号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 543号 (2020年 2月 26日 )

関原発第618号 (2020年 3月 24日 )
関原発第 23号 (2020年 4月 7日 )

関原発第 23号 (2021年 4月 30日 )

関原発第 293号 (2021年 8月 2日 )

関原発第562号 (2022年 2月 28日 )

関原発第ふ85号 (2022年 3月 15日 )

関原発第 137号 (2022年 6厚 10日 )

関原発第 209号 (2022年 7月 1日 )

関原発第 580号 (2022年 12月 27日 )

関原発第 80号 (2023年 5月 26.日 )

関原発第 166号 (2023年 6月 21日 )

成績書管理番号 :lT45

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

Z



検査結果一覧表

成績書管理番号 :1-45

蛹

特記事項

「
さし

検査立会責任者

主任技術者

宅 土ス生五術る

原子力検査官

子 十 佐

彰 八 老

検査結果

R

検査年月日

令和 iご
〔
年

ど月か,日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項  i

｀                    成績書管理番号 :1-45

検査年月日:令和 び 年
『
月゛ 2日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 べΘ・―

検査をする工事の工

程、期日及び場所が申

請、書どおりであるこ

と。

記録確認 Q:一

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 Θ:T

;ど



添付資料 4-1

関西電力株式会社高浜発電所第2号機
を
使用前検査記録

基本設計方針に係る検査

成績書管理番号 :li45

検査年月′日:彿 ● 年 か 戸ぎρ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 結果 備考

申請者の品質記録及びエビデンスが準備され

ていること。        ・ Q・ 下

基準適合性を確保するための設計結果と適合

性確認状況す覧表が作成され、申請者の適合

性確認検査において漏れなく確認されている

こと。          r

Θ

・
二

∫



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

確認結果一覧表

成績書管理番号 :1-45

検奪年月日 :抑 浄 午 ι 月 ごθ 日
1検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

0＼

現ヽ
計
測
制
御
系
統
施
設

確認

結果
判定基準

保安活動が基本設計

方針に従って行わ

れ、設備及び機器が

基本設計方針に従い

製作され、据付けさ

れ、所定の性能を有

しており、技術基準

に適合するものであ

ること。

現場確認した

設備等

に設置 されて

いる可搬型計

測器及び保管

状態

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

T2-3-0710

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針

1.計測制御系統施設
1,2 計測装置等
1.2.4 電源喪失時の計測
重大事故等時に直流電源が喪失し計測に

必要な計器電源が喪失した場合、特に重要

なパラメータとして、重大事故等の対処に

必要なパラメエタを計測する計器につい

ては、温度、圧力、水位及び流量に係るも

のについてt乾電池を電源とした可搬型計
測器により計測できる設計とし、可搬型計

測器は個数 80(「 2号機に保管」(個数 40)、
「1号機設備、 1・ 2・ 3・ 4号機共用、

1号機に保管」 (予備 40))を設ける設計と

する。

機器等の名称

(設備区分)

・可搬型計測器

施
設
名



確認対象              l
可ヽ搬型計測器

外観検査、状態確認検査、特性検査 (計

測範囲確認検査〉機能→性能検査 (系統

構成確認検査)

計
測
制
御
系
統
施
設

当



計
測
制
御
系
統
施
設

謀

確認

結果

及

判定基準

保安活動が基本設計

方針に従って行わ

れ、設備及び機器が

基本設計方針に従い

製作され、据付けさ

れ、所定の性能を有

しており、技術基準

に適合するものであ

ること。

現場確認した

設備等

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

T2二 3-0735

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針

(1)中央制御室機能

SA監視操作盤は、盤面機器及び盤面表示
(操作器、指示計)をシステムごとにグル
ープ化した配列等を行うことで、重大事故

等時において運転員の誤操作を防止する

とともに容易に操作ができるものとする。

確認対象

・SA監視操作盤 状態確認検査

機器等の名称

(設備区分)

・中央制御室機

能及び 中央制

御室外原子炉

停止機能

施
設
名



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要嶺書番号 i原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 1■ -46

浴覇

“

詐箸 J月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2,検査申請    検査申請一覧表のとおり

3擦査知日   自全和 ∫ 年ど月2′ 自

至今和 す 年ど月之テ日

4検査場所    使用前検査記録のとお r),

5検査実施者   検査結果―覧表のとおり

6検査結果    検査結果二覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管卑番号:li46

/



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第435号 (平成 30年 3月 20日 )

関廉尭第 47号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第203号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第260号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第416号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 505号 (平成 31年 2月 1日 )

Fttl原発第 513号 (平成 3■ 年2月 6日 )

関原発第  4号 (平成 31年 4月 4日 )|

関原発第 69号 (2019年 5月 16日 )
関原発第 116号 (2019年 o月 24日 )

関原発第 20憂 号 (2019年 8月 23日 )

関原発第 511号 (2920年 1月 31日 )

関原発第 543号 (2Q20年 2月 26日 )
関原発第618号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 23号 (2020年 4月 7日 )

関原発第 23号 (2021年 4月 30日 )

関原発第293号 (2021年 8月 2日 )

関原発第 562号 (2022年 2月 28日 )

関原発第 585号 (20写 2年 3月 15日 )

関原発第 137号 (2022年 6月 10日 )

関原発第209号 (2022年 7月 1日 )

関原発第 580号 (2022年 12月 27日 )

関原発第 80号 (2023年 5月 26日 )

関原発第 166号 (2023年 6月 21日 )

成績書管理番号 :1-46

検査申請■覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する9

2



検査結果す覧表

成績書管理番号 :1-｀46

"

特記事項

心 と

検査立会責任者

考ヽ 主任技術者

亀

角 う,i夕▼ど'/差7=~技術を

原子力検査官

/

4 盗子

彰 入 髯

検査結果

・R

検査年月日

令和 √年

ど月を″日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第「2号機 使用前検査記録
共通事項     i

成績書管チ里番号 :1-46

検査年月日 :令和iく←年 び 月 2ダ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ③―

検査 をす る工事の工

程ヽ期日及び場所が申

請書 どお りである こ

と。

記録確認 Q一

工事計画の認可番号の

記載が適切で ある こ

と。

記録確認 Qす

ν



添付資料 4‐ 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2′号機 使用前検査記録

基本設計方針に係る検査

成績書管理番号 :1-46

検査年月日 :奇静 す 年 丁
月2″ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項
‐

結果 備考

申請者の品質記録及びエビデンスが準備され

ていること。 Q
基準適合性を確保するための設計結果と適合

Jl生確認瑛況二覧表が作成され、申請者の適合

性確認検査において漏れなく昨認されている

こと。  一
Q・

一

4

F



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

確認結果二覧表

成績書管理番号 ll-46

検査年月日 :特熟 き奪  ど 月 2′ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

謙 放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設

確認

結果

保安活動が基本設計

方針に従つて行わ

れ、設備及び機器が

基本設計方針に従い

製作され、据付けさ

れ、所定の性能を有

しており、技術基準

に適合するものであ

ること。

ヽ

R

判定基準
現場確認した

設備等

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

T2-3-1706

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針

3.団体廃棄物貯蔵庫及び外部遮蔽壁保管
庫の森林火災からの防護

固体廃棄物貯蔵庫及び外部遮蔽壁保管庫

は防火帯の外側にあることから、その周辺

に防火帯と同じ幅の防火エリアを設ける

設計とする。また、固体廃棄物貯蔵庫につ

いては、飛び火対策として散水設備を設け

ることにより防護する設計とする。

確認対象 :

。防火エリア (匿l体廃棄物貯蔵庫周辺)

据付検査、外観検査

機器等の名称

(設備区分)

・外部火災防護

施設

施
設
名



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番 号  i原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :ユー47         イ

今や争年年月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日 自 冷分ζ年 7月 4

至 埼璃貯舌年ウ月告

成績書管理番号 il工47

日

日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者  検査結果下覧表のとおり

6検査結果    検査結果■覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

1



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第321号 .(平成 28年 10月 7日 )

関原発第435号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第47号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第203号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 26o号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第 416号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 505号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第 513号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第 4号 !(平成 31年 4月 4日 )

関原発第 69号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 116号 (2′ 019年 6月 24日 )

関原発第 205号 (2019年 8月 23日 )

関原発第 511号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 543号 (2020年 2月 26日 )

関原発第 618号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 23号 (2020年 4月 7日 )

関原発第 23号 (2021年 4月 30日 )

関原発第 293号 (2021年 8月 2日 )

関原発第 562号 (2022年 2月 28日 )

関原発第 585号 (2022年 3月 15日 )

関原発第 137号 (2022年 6月 10日 )

関原発第 209号 (2022年 7月 1日 )

関原発第 580号 (2022年 12月 27日 )

関原発第 80号 (2023年 5月 26日 )

関原発第 166号 (2023年 6月 21日 )

成績書管理番号 11-47

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜47

"

特記事項

み し

検査立会責任者

権ぬ惚 主任技術者

宅 ■ポ
/生 rえ

声Y

原子力検査官

オ盟歩Υ
‐
〒

IA

合 入

海 又

検査結果検査年月日

寄俸ξ年

イ 月
準
さ
日



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

添付資料 1

成績書管理番号 :1-47

検査年月日 :令和 も
~ 
年 マ 月 4 日

検 査
―
場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どおりであるこ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。       、
記録確認

4



添付資料 4二 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

基本設計方針に係る検査

成績書管理番号 :1-47

検査年月日 :令禾日 も
~ 
年  7月 ,と

' 
日

検 査 場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 結果 備考

申請者の品質記録及びエビデンスが準備され

ていること。     . ①・

基準適合性を確保するための設計結果と適合

性確認状況一覧表が作成され、申請者の適合

性確認検査において漏れなく確認されている

こと。

①・

占



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録 確認結果一覧表

検査年月日 :令和 占 年 7 月

検 査 場 所 :関西電力株式会社 高浜発電所

成績書管理番号‥
牛
争

7-4と

日

僻
＼
脚
放
射
線
管
理
施
設

放射線管理用計

測装置

可搬型照明 (S

A)

認

呆

確

結

|

可搬型照明 (S

A)の据付状態

保安活動が基本設

計方針に従って行

われ、設備及び機

器が基本設計方針

に従い製作され、

据付けされ(所定
の性能を有してお

り、技術基準に適

合するものである

こと。

一発

判定基準現場確認した設備等
記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

T2-3-1013

T2-3-1119

T2_3-1120

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 i

l.放射線管理施設
1.1,放 射線管理用計測装置
重大事故等が発生した場合にt原子炉格納容器内
の線量当量率、使用済燃料ピット周辺線量率、発

電所及びその周辺 (発電所の周辺海域を含む。)に
おいて発電用原子炉施設から放出される放射性物

質の濃度及び放射線量を監視及び測定し、並びに

その結果を記録するために、エリアモニタリング

設備及び移動式周辺モニタリング設備を設置及び

保管すると

2.換気装置、生体遮蔽装置
2.1 中央制御室、緊急時対策所の居住性を確
保するための防護措置
中央制御室と身体サーベイ及び作業服の着替え等

を行うための区画の照明は、計測制御不統施設の

可搬型照明 (SA)(1号機設備、1・ 2号機共用、
1号機に保管 (以下同じ。))を使用する。

確認対象 :

可搬式モニタリングポス トヽ 電離箱サーベイメ

=夕、NaIシンチレーションサーベイメータ、Gヽl
.汚染サーベイメータ、ZnSシンテレーションサす

ベイメータ、β線サーベイメ▼夕の据付、外観及
び可搬型照明 (SA)の据付

施設名
|

機器筆の名称

(設備区分)

薪
草
燐
華
ふ
Ｉ
Ю



1関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成i績書

妄領書番号 :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :ユ ー48

●参作す年 7月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査デ』日 自看消帥√ 年_ク 月′9日

至分をす牟?月
｀
F日

4検査場所  : 使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果■覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :1=48

,



成績書管理番号 :k-48

検査申請‐覧表

検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第 435号 (平成 39年 3月 20日 )

関原発第 47号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 203号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 260号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第 416号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 505号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第 513号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第  4号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 69号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 116号 (2019年 6月 24日 )

関原発第 205号 (2019年 8月 23日 )

関原発第も11号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 543号 (2020年 2月 26日 )

関原発第 618号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 23号 (2020年 4月 7日 )

関原発第  23号 (2021年 4月 30日 )

関原発第 293号 (2021年 8月 2日 )

関原発第 562号 (2022年 2月 28日 )

関原発第 585号 (2022年 3月 15日 )

関原発第 137号 (2022年 6月 10日 )

関原発第 209号 (2022年 7月 1日 )

関原発第 580号 (2022年 12月 27日 )

関原発第  80号 (2023年 5月 26日 )

鵜 壮を,写 1を
'4:孫

,曇
独ウロ

'

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

え



検査結果す覧表

成績書管理番号 :1-48

∞

ゲ」仁

特記事項検査立会責任者

彪 1窮 陶 f主 ィ
‐
E技術者

点猪身

よ

電

原子力検査官

孝キ 盗

彰 八 ▼

検査結果

我ヽ

検査年月日

令和 す年
ク月ノ♪日



添付資料 1

.関
西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :1-48

検査年月日 :令和 ゛ 年 ″ 月 ノθ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q

検査 をする工事の工

程凸期日及び場所が申

請書どおりであるこ

と。

記録確認 Q―

工事計画の認可番号の

記載が適切で あるこ

と。

記録確認
Q・

―

4



添付資料4-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

基本設計方針に係る検査

成績書管理番号 :1-48

検査
生
月自
玲コ ●

年 ク 月 ノ∂ 耳
検 査場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 結果 備考

申請者の品質記録及びエビデンスが準備され

ていること。
Q・
二

基準適合性を確保するための設計結果と適合

性確認状況一覧表が作成され、申請者の適合

性確認検査において漏れなく確認されている

こと。

Θ・T

f



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

確認結果一覧表

検査年月日

成績書管理番号 :1-48

⇒移 今 年 夕 月 ノ沙 白

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

ゝ

確認

結果

ヽ

及

判定基準

保安活動が基本設計

方針に従って行わ

れ、設備及び機器が

基本設計方針に従い

製作され、据付けさ

れ、所定の性能を有

しており、1技術基準

に適合するものであ

ること。

現場確認した

設備等

アニュラス循

環排気ファン

記録確認した適合性確

認

検査要領書、成績書等

T2-1下 0134

T2-1-0925

T2-3-0017

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針     ―

2.圧力低減設備その他の安全設備
2,7 運転員が中央制御室にとどまるため
の設備

・炉心の著しい損傷が発生した場合におい

て、運転員が中央制御室にとどまるために、

原子炉格納容器から漏えいした空気中の放

射性物質の濃度を低減するための設備とし

て重大事故等対処設備 (放射性物質の濃度低

減)を設ける。
放射性物質の濃度低減として、アニュラス循

環排気ファンは、設計基鶏対象施設としての

アニュラスの負圧達成能力及び負圧維持能

力を使用することにより、原子炉格納容器か

らアニ■ラスヘ漏えいする放射性物質等を

含む空気を吸入しⅢアニュラス循環排気フィ

ルタユニットを介して放射性物質を低減さ

機器等の名称

(設備区分)

・運転員が中央

制御室 にとど

まるための設

備

施
設
名

原
子
炉
格
納
施
設



ミ

せたのち排出することで放射性物質の濃度

を低減する設計とする。

ア手ユラス循棄排気ファンは、ディーゼル発

電機に加えて、代替電源設備である空冷式非

常用発電装置から給電できる設計とする。ま

た、A系アニュラス循環排気系の弁はディー
ゼル発電機に加えて、代替電源設備である空

冷式非常用発電装置により電磁弁を開放す

ることで制御用空気設備の窒素ボンベ (アニ

ュラス排気弁等作動用)により開操作できる

設計とする。

格納容器空調装置を構成する格納容器排気

筒は、設計基準事故対処設備の一部を流路と

して使用することから、流路に係る機能につ

いて重大事故等対処設備としての設計を行

う。

確認対象

・アニュラス循環排気ファン

アニュラス循環,F気フィルターユニット

格納容器排気筒

外観検査、据付検査

機能・性能検査 (系統運転検査、通水検

査、運転性能検査)

原
子
炉
格
納
施
設



検査結果下覧表

成績書管理番号 :1-48

肖

特記事項

卑 し

検査立会責任者

禾ン殊 I ▼と
こ
レ 主任技術者

滋隠篭篭、卜/ィ朝ケ郷称篭箔

電盈五イ在すた′イ庁ζ箔

原子力検査官

ネ 今 後

本 独 丁
紛

｀

2

検査結果

溌

検査年月日

令和 す年‐
7月 ど日



添付資料 l

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :1ィ 48

鱚 年月日 i令和 す 年  7月  F菌
検査場所:関西電力株式会社高漂発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ③―

検査をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書どお りであるこ

と。

記録確認 ⑧・一

工事計画の認可番号の

記載 が適切である こ

と。

記録確認 ◎・下

?



添付資料4-1

関西電力株式会社高浜発電所第2号機 使用前検査記録

基本設計方針に係|る検査

イ 成績書管理番号 :1-4.8
検寮年月由:分を鉾  ?月  r日
検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 結果 備考

申請者の品質記録及びエビデンスが準備され

ていること。          | ⑧・■

基鰺適合性を確保するための設計結果と適合

性確認状況一覧表が作成され、申請者の適合

性確認検査において漏れなく確認されている

こと。   ィ

Θ・―

′∂



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

確認結果■覧表

成績書管理番号 11上 48

検査年月日 :卜<＼ん す年  7月  ど 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

五
＼
凸

原
子
炉
格
納
施
設

確認

結果

た

判定基準

保安活動が基本設計

方針に従って行わ

れ、設備及び機器が

基本設計方針に従い

製作され、据付けさ

れ、所定の性能を有

しており、技術基準

に適合するものであ

ること。

現場確認した

設備等

流入経路

記録確認した適合性確

認

検査要領書、成績書等

T2-4‐ 0862

確認した基本設計方針

1.原子炉格納容器
11 1 原子炉格納容器本体等
連通管を含むスプレイノズルから原子炉下

部キャビティヘの流入経路は、原子炉格納容

器内に様々な経路を設けることで多重性を

持つた設計とする,原子炉下郡キャビティ
は、連通管より下部のドリルホール及び小扉

を閉止することで溶融炉心の冷却のために

蓄水機能を持つ設計とするЬ

対象

・流入経路

機器等の名称

(設備区分).

|。 原子炉格納容

器本体等

施
設
名



―
関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

基本設計方針に係る
・
使用前検査成績書

施 設 名

系 統 名

要領書番号  :原規規収第 1610072号 1-49

その他発電用原子炉の附属施設

火災防護設備

今ぶ5年 7月

原子力規制委員会

幸



使用前検査成績書

1発電所名  才 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査の種類  基本設計方針に係る使用前検査

3検査申請 使用前検査申請番号

関原発第 321号
関原発第 435号
関原発第 47号
関原発第 203号
関原発第 260号
関原発第 416号
関原発第 505号
関原発第 513号
関原発第  4号
関原発第  69号
関原発第 116号
球略、二魚真分駆

(平成 28年
(平成 30年
(平成 30年
(平成 30年
(平成 30年
(平成 30年
(平成 31年
(平成 31年
(平成 31年
(令和 元年
(令和 元年

1

1

0月

3月 2

4月 2

7月

8月 2

2月

2月

2月

4月

5月 1

6月 2

7日 )

0日 )

0日 )

4日 )

0日 )

5日 )

1日 )

6日 )

4日 )

6日 )

4日 )

4検査期日

5検査場所

6検査範囲

自

至

日

日

４
上
７

２

２

月

月

Ч

７

年
年

〔Ｄ
Ｓあ神

関西電力株式会社高浜発電所
福井県大飯郡高浜町田ノ浦

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

その他発電用原子炉の附属施設

火災防護設備

基本設計方針

7検査結果   検査結果=覧表のとおり



3検査申請 使用前検査申請番号

関原発第205号
関原発第511号
関原発第543号
関原発第618号
関原発第 23号

!

関原発第 23号
ィ関原発第293号
関原発第502号
関原発第585号
関原発第137号
関原発第グ09号
関原発第580号
関原発第 80号
関原発第 166号
関原発第256号

(201
(202
(202
(202
(202
(2012
(202
(202
(202
(202
(202
(202
(202
(1202

(202

9年

0年

0年

0年

0年

1年

1年

2年

2年

2年

2年

2年 1

3年

3年

3年

3日 )

1日 )

6日 )

4日 )

7日 )

0日 )

2日 )

8日 )

5日 )

0日 )

1日 )

7日 )

6日 )

1日 )

6日 )

8

1

2

3

4

4

8

2

3

6

7

2

5

6

7

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

2

3

2

2

3

2

1

1

2

2

2

2

2



検査結果―覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

基本設計方針に

係る検査  : 風

怖 心 年▼月 2字 日 会ゎた年 7月  ユチ甲

島顔孝

訥

壌争冦戸ナJ経ザ 主任技術着

8。 特記事項

9添付資料 使用前検査記録
1検査前確認事項
2確認結果一覧表

にデレ

S



検査結果‐覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

基本設計方針に

係る検査

令紳5年 7月

号と4、

必 ぅ

~、

2ι億 日

2η

之孝.

25.
2と、日

2ク
会ヮ(a5年 夕月

千4雀
辞

4監 ヤ 平告人

々 野 とみ
を
F,生
ぴ

残詳宅協鷺考ヤ主任技術吉

尋

ホ万友タセ'シユ森級盗石

絶祭%生・陶衛/

8,特記事項

4レ

9添付資料 使用前検査記録
1検査前確認事項
2確認結果一覧表

午



添付資料-1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申請

を含む。)が準備され

ていること。

記録確認

ィズわo年
η月2今 日 碇

使用前検査成績書の「3検査
申請」に申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。今
Υ麟 占 盛

年 /

検査をする工事 の工

不呈、期日及び場所が申

請書どお りであるこ

とを確認する。

記録確認

守島写日魔
↑T`:こ毎日盈

年

一

工事計画の認可番号

の記載が適切である

こと。

記録確認

つれ 伺年

▼月2玉去日 叱

観 甲漣
年

一

S



添付資料-1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査前確認事項 i

基本設計方針に係る検査

確認事項 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録及びエ

ビデンスが準備されてい

ること。

◆釉乱年
▼月24耳 R
冷省議1日 た

年

月

基準適合性を確保するた

めの設計結果と適合性確

認状況一覧表 (様式-8)
が作成され、申請者の適

合性確認検査において漏

れなく確認されているこ

と。

i笑源転心年

Ч
I月

2今日 鹿
冷株lュ:5年

7 月豊卓恥日 驚

年

月

ι



添付資料-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
確認結果一覧表

襟今
年月日イ移酪 乱 年 η 月2,日

欄
そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

確認結果

薙

現場確認した設備等

C,D内部スプレポンプ室

記録確認した適合性確認

検査要領書及び成績書等

T2下 3-1801(そ の 1)
T2-3-1801(そ の 2)

確認した基本設計方針

1.火災防護設備の基本設計方針
(1)火災発生防止
b.不燃性材料又は難燃性材料の使用
火災防護上重要な機器等及び重大事故等対処

施設は、不燃性材料又は難燃性材料を使用する

設計とし、不燃性材料又は難燃性材料が使用で

きない場合は、不燃性材料又は難燃性材料と同

等以上の性能を有するもの (以下「代替材料」

というど)を使用する設計、若しくは、当該構
築物、系統及び機器の機能を確保するために必

要な代替材料の使用が技術上困難な場合は、当

該構築物、系統及び機器における火災に起因し

て他の火災防護上重要な機器等及び重大事故

等対処施設において火災が発生することを防

止するための措置を講じる設計とする。

機器等の名称

(設備区分)

火災防護設備

1 火災防護設備の
基本設計方針

施設

名



釣

確認結果現場確認した設備等
記録確認した適合性確認

検査要領書及び成績書等
確認した基本設計方針

火災防護上重要な機器等及び重大事故等
対処施設に使用するケーブルは、自己消火
性を確認するUL1581(Fourth Edition)
1080。 VW-1垂直燃焼試験並びに延焼性を確
認するIEEE Std 383-1974垂 直 トレイ燃焼
試験又はlEEE Std 1202-1991垂 直 トレイ
燃焼試験によって、自己消火性及び延焼性
を確認した難燃ケーブルを使用する設計
とするが、実証試験により延焼性などが確
認できない核計装用ケーブル、放射線監視
設備用ケーブル及び通信連絡設備の専用
ケーブルは、難燃ケーブルと同等以上の性
能を有する設計とするか1代替材料の使用
が技術上困難な場合は、当該ケーブルの火
災に起因して他の火災防護上重要な機器
等及び重大事故等対処施設において火災
が発生することを防止するための措置を

講じる設計とする。

また、上記ケーブル以外に実証試験により
自己消火性は確認できるが延焼性が確認
できない非難燃ケーブルについては、以下
に示すように、(a)難燃ケーブルを使用す
る設計、並びに難燃ケーブルと同等以上の
難燃性能を確保するため、(b)非難燃ケー
ブル及びケーブル トレイを防火シー ト、結
東ベルト及びシー ト押さえ器具で覆い複
合体を形成する設計、又は (c)電線管に
収納する設計とする。

機器等の名称

(設備区分)

施設

名



斡

確認結果現場確認した設備等
記録確認した適合性確認

検査要領書及び成績書等
確認した基本設計方針

(b)複合体を形成する設計
複合体を構成する防火シー トには、複合体
の難燃性能を確保し形状を維持するため、
不燃性、遮炎性、耐久性及び被覆性を確認
する実証試験でそれらの性能を有するこ
とを確認し、またケーブル及びケーブル ト
レイに悪影響を及ぼさないため、非腐食性
の実証試験でケーブル及びケーブル トレ
イに与える化学的影響に問題がないこと
を確認したシートを使用する設計とする。
上記性能を有する防火シー トを用いて形
成する複合体は、イ.に示す複合体外部の
火災を想定した場合に必要な設計を行っ
た上で、口.に示す複合体内部の発火を想
定した場合に必要な設計を加えることで、
難燃ケエブルと同等以上の難燃性能を確
保する設計とする。

ハ。複合体の仕様、構造及び寸法
以上の設計方針により設計した複合体を

構成する防火シー ト、結束ベル ト及びシー

ト押さえ器具の仕様、並びに複合体の構造
及び寸法を以下に示す。

機器等の名称

(設備区分)
耀
毛



＼
〇

確認結果現場確認した設備等
記録確認した適合性確認

検査要領書及び成績書等
確認した基本設計方針

(イ )防火シートの仕様
以下の i.～宙.に示す試験で性能を確認
した防火シー トと同一仕様であり、

｀
同試験

を満足する性能を有する防火シートを使
用する。
i.不燃性 発熱性試験
五.遮炎性  (i)遮 炎・準遮炎性能試
験、 (1)過電流通電試験
m.耐久性
(i)熱 。放射線劣化 熱劣化試験、放
射線照射試験

(■ )耐寒性 耐寒性試験
(m)耐水性

―
耐アk性試験

(市)耐薬品性 耐薬品性試験

市.外力 (地震)に対する被覆性 加振試
験
v.非腐食性 pH試験
宙.耐延焼性
(i)複合体外部の火災を想定した試験、
(五 )複合体内部の発火を想定した試験、
(m)複合体の頑健性 (隙間摸擬試験)の
確認

機器等の名称

(設備区分)
肥
名



確認結果現場確認した設備等
記録確認した適合性確認

検査要領書及び成績書等
確認した基本設計方針

(口 )結束ベル トの仕様
以下の i.及び五.に示す試験で性能を確
認した結東ベルトと同一仕様であり、同試

―

験を満足する性能を有する結束ベル トを
使用する。
i.耐久性
(1)熱・放射線劣化 熱劣化試験、放射
線照射試験

(■ )耐寒性 耐寒性試験
(iii)耐水性 耐水性試験
(市)耐薬品性 耐薬品性試験
五.外ガ (地震)に対する被覆性 加振試
験

ハ
下
し

さヽ

・

ぐ
以
認
り
押
ｉ

＞
の
た
同

シート

卜

試

確
あ

一　
振

を
で
シ
　
加

能
様
る

性
仕
す

性

様
で
一
有

覆

仕
験
同
を
　
被

の
試
と
能
　
る

旦
釜
旦
磋

チ

・

器
示
器
る
る
対

え
に
え
す
す
に

性 複合体内部の発火を想定し

機器等の名称

(設備区分)
鰐
名



＼
ド

確認結果現場確認した設備等
記録確認した適合性確認

検査要領書及び成績書祭
確認した基本設計方針

(二)複合体の構造及び寸法
複合体の構造及び寸法は、防火シー ト、結
束ベル ト及びシー ト押さえ器具の性能を
(イ )～ (ハ )に示す試験で確認する結果
を基に、以下の i.～価.の とおり設定す
る。
i.防火シー ト間重ね代
il.防火シートとケエブル間の隙間
血。結束ベル ト間隔
市.シエト押さえ器具設置対象   ´
v.シー ト押さえ器具の押さえ付け時寸
法

宙.シート押さえ器具間隔
前:防火シートの巻き付け回数
価.シート押さえ器具設置数

確認対象 :

防火シー トの仕様
結束ベル トの仕様
シー ト押さえ器具の仕様
複合体の構造及び寸法

機器等の名称

(設備区分)

施設

名



添付資料-2_

こ1/5)
高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

´
確認結果一覧表

2焦
2St

検弯午月占:冷女ll三 年 7月 tイ 日

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

＼
碗

確認結果

砲

現場確認した設備等

充てん/高圧注入ポンプ
(オイルパン)

記録確認した適合性確認

検査要領書及び成績書等

T2-3-1023

確認した基本設計方針
※1

1.火災防護設備の基本設計方針
(1)火災発生防止
a.火災の発生防止対策
潤滑油及び燃料油を内包する設備は、溶接構

造、シール構造、オイルパン、ドレシリム、堰、

油回収装置、液面の監視及び点検による潤滑

油(燃料油の馬えいの早期検知によつて漏えい

防止、拡大防止及び防爆の対策を行う設計と

し、潤滑油及び燃料油を内包する設備の火災に

より、発電用原子炉施設の安全機能及び重大事

故等に対処する機能を損なわないよう、壁の設

置又は離隔による配置上の考慮を行う設計と

する。

確認対象 :

充てん/高圧注入ポンプ(オイルパン)

機器等の名称

(設備区分)

火災防護設備

1 火災防護設備の
基本設計方針

施設

名



くス/5)

＼
く

確認結果

砲ヽ

現場確認した設備等
記録確認した適合性確認

検査要領書及び成績書等

T2-3-1301
(再検査)

T2-3-1317
(再検査 )

T2-3-1806
(再検査)

確認した基本設計方針

(2)火災の感知及び消火
a・ 火災感知設備
火災感知設備のうち火災感知器 (「 1号機
設備、1・ 2号機共用、1号機に設置」、「3
号機設備、 1・ 2・ 3・ 4号機共用、 3号
機に設置」、「1号機設備、 1・ 2・ 3。 4
号機共用、 1号機に設置」 (以下同じ。))
は、火災区域又は火災区画における放射
線、取付面高さ、温度、湿度、空気流の環
境条件、予想される火災の性質 (急激な温
度変化、煙の濃度の上昇、赤外線量の上昇)
を考慮して火災を早期に感知できるよう、
固有の信号を発するアナログ式の煙感知
器、アナログ式の熱感知器、アナログ式で
はないがⅢ炎が発する赤外線又は紫外線を
1感知するため、煙や熱が感知器に到達する
時間遅れがなく、火災の早期感知に優位性
がある炎感知器から異なる種類の火災感
知器を組み合わせて設置する設計を基本
とする。「アナログ式の煙感知器は蒸気等が
充満する場所には設置せず、アナログ式の
熱感知器は作動温度を周囲温度より高い

温度で作動するものを選定することで、誤
作動を防止する設計とする。アナログ式で
ない炎感知器の誤作動を防止するため、ア
ナログ式でない条感知器を屋内に設置す
る場合は、外光が当たらず、高温物体が近
傍にない箇所に設置することとし、屋外に
設置する場合は、視野角への影響を考慮し
た太陽光の影響を防ぐ遮光板の設置や防
水型を採用する設計とする。なお、基本設
計のとおりに火災感知器を設置できない

箇所は、環境条件を考慮し、アナログ式で
ない熱感知器、防爆型の熱感知器、防爆型
の炎感知器を設置する設計とする。

機器等の名称

(設備区分)

施設

名
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|

| 確認対象 :

煙感知器、熱感知器、炎感知器

＼
筑



(∠t/つ

＼
休

確認結果

（盈

現場確認した設備等

画

記録確認した適合性確認

検査要領書及び成績書等

T2-3-0203
(その 1)

T2-3-0105
(その 1)

確認した基本設計方針

b。 消火設備
(a)消火設備の消火剤の容尋
消火設備の消火剤は、想定される火災の性
質 (急激な温度変化、煙の濃度の上昇、赤
外線量の上昇)に応じた十分な容量を配備
するために、スプリンクラー、全域ハロン
消火設備、局所ハロン消火設備、二酸化炭
素消火設備及び水噴霧消火設備について
は消防法施行規則に基づく消火剤を配備
する設計とする。
また〔ケーブルトレイ消火設備の消火剤
は、実証試験により消火性能を確認した試
験の消火剤濃度以上となる容量以上を確
保するよう設計する。エアロゾル消火設備
の消火剤は、UL2775(Fixed Condensed
AeroS61 Extinguishintt System Upits) で
要求された消火剤濃度以上となる容量以 :

上を確保する設計とする。
確認対象 :

全域ハロン消火設備、局所ハロン消火設備

機器等の名称

(設備区分)

施設

名



α/5)

＼
ミ

＼

Ｈ

確認結果

農ヽ

現場確認した設備等

確認した火災区画

記録確認した適合性確認

検査要領書及び成績書等

T2i3-1817
T2-3-1827
T2-3-1837

確認した基本設計方針

(3)火災の影響軽減
a.火災の影響軽減対策
f(a)火災防護対象機器等の系統分離対策

口。1時間耐火隔壁、火災感知設備及び自

動消火設備

火災防護対象機器等は、想定される火災に

対して1時間の耐火能力を有する隔壁の設

置によって、互いに相違する系列間の系統

分離を行う設計とする。

確認対象 :          |
1時間耐火壁により互いに相違する系列間

が系統分離されていること

機器等の名称

(設備区分)

施設

名
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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規螺第 1610072号 99

成績書管理番号 :卜 50

今俸ζ年 7月
r

原子力規制委員会

r l



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第2号機

2検査申請   検査申請■覧表のとおり

3検査期目 白 舎珀彩 子 準 7月 々 日

至斧Ч力争 準守月7

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者  検査結果下覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :1-50

日



検査申請書番号

(華請年月日)

関原発第 321号 (平成28年 10月

関原発第435号 (平成 30年 3月 2

関原発第 47号 (平成 30年 4月 20

関原発第 203号 (平成 30年 7月 4

関原発第 260号 (平成 30年 8月 2

関原発第416号 (平成 30年 と2月

関原発第 505号 (平成 31年 2月 1

Fttl原発第 513号 (平成 31年 2月 6

関原発第 4号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 69号 (2019年 5月 16

関原発第 116号 (2019年 0月 2

関原発第 205号 (2019年 8月 2

関原発第 511号 (2020年 と月 3

関原発第 543号 (2020年 2月 2

闘原発第 618号 (2020年 3月 2

関原発第 23号 (2020年 4月 7

関原発第 23号 (2921年 4月 3

関原発第 293号 (2021年 8月 2

関原発第 562号 (2022年 2月 2

関原発第 585号 (2022年 3月 1

関原発第 137号 (2022年 6月 1

関原発第 209号 (2022年 7月 1

闘原発第 580号 (2022年 12月

関原発第 8o号 (2023年 5月 26

関原発第 166号 (2023年 6月 2

7日 )

0日 )

日)

日)

0日 )

5日 )

日)

日)

日)

4日 )

3日 )

1日 )

6日 )

4日 )

日)

6日 )

日)

8日 )

5日 )

0日 )

日)

27日 )

日) ′

1日 )

成績書管理番号 :卜 50

検査申請二覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

λ



検査結果二覧表

成績書管理番号 :卜 50

佛

特記事項

与 し

検査立会責任者

主任技術者

財勒ワエク"佳″/二々

竃 主イ
/生γえ々備イ〕

原子力検査官

珠乾守 T移 え

"負

り、え

検査結果

掟

検査年月日

今緯争年

守月守日



関西電力株式会社高浜発電所第2号機 使用前検査記録
共通事項

添付資料 1

成績書管理番号 :卜 50

襟査年月占 :令和 ふ
~ 
年 ′7 角 写 日

検 査 場 所 i関西篭力株式会社 高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

材

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ることも

記録確認

検査 をする工事の工

程、期日友び場所が申

請書 どお りであるこ

とな

記録確認 0■

工事計画の認可番号の
1記
載が適切であるこ

と心

記録確認 0-

4
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添付資料 4‐ 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

基本設計方針に係る検査

成績書管理番号 :1-50

検査年月日 :令和 Ь
― 年 7‐ 月

‐
7 日

検 査 場 所 i関西電力株式会社 高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 結果 備考

申請者の品質記録及びエビデンスが準備され

ていること。

下 h

占



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録 確認結果一覧表
成績書管理番号 :1-50

検査年戸日 :令和 占
~ 
年 '7月 年 甲

検 査 場 所 :関西電力株式会社 高浜発電所

9ヽ

郭
爺
述
叢
ト
Ｉ
Ю

（
解
＼
時
）

確認

結果

之

判定基準

保安活動が基本設

計方針に従って行

われ、設備及び機

器が基本設計方針

に従い製作され、

据付けされ、所定

の性能を有してお

り、技術基準に適

合するものである

こと。

現場確認した設備等
記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

T2-3-1321

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 i

l.津波による損傷の防止
1, 3 津波防護対策  ィ

f.津波影響軽減

津波影響軽減施設として、発電所周辺を波源と

した津波の波力を軽減させるため、取水ロカーテ

ンゥォール (4号機設備、1・ 2・ 3,4号機共用、

3号機に設置 (以下同じ。))を設置する。

確認対象 :

取水ロカーテンウォール (4号機設備、 1・

2・ 3・ 4号機共用、3号機に設置)の据付及び
外観

機器等の名称

(設備区分)

浸水防護施設

施設名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の

附
属
施
設



澪

確認

結果

掟

判定基準

保安活動が基本設

計方針に従って行

われ、設備及び機

器が基本設計方針

に従い製作され、

据付けされ、所定

の性能を有してお

り、技術基準に適

合するものである

こと。

現場確認した設備等
記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

T2-3-1602

確認した基本設計方針※

確認した基本設計方針 :

2.発電用原子炉施設内における稔水等による損

傷の防止

2.4 建屋内の防護すべき設備に関する冷水評

価及び防護設計方針

(4)その他の温本影響に対する冷水評価及び防

護設計方針

その他の温水のうち機器の誤作動や弁のグラン

ド部、配管ラランジ部からの漏えい事象等に対し

ては、漏えい検知システム又は運転員の状況確認

により早期に検知し、漏えい箇所の特定及び漏え

い箇所の隔離等により漏えいを止めることで防護

すべき設備の要求される機能を損なうおそれのな

い設計とする。

確認対象 :

漏えい防止の手順の状態確認 (運用)

機器等の名称

(設備区分)

浸水防護施設

施設名

そ
の

他
発
電
用
原
子
炉
の

附
属
施
設

鶉
爺
添
叢
ふ
Ｉ
Ю

（
〕
＼
】
）



十
関西電力株式会社

高浜発電所:第 2号機

使戸J前検査成績書

∩

∩

要領書番号  :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :1-51

命紳争、年 7月 ヽ

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請 1  検査申請二覧表のとおり

成績書管理番号 :卜 5と

3検査期日 自

至

今舟
` 
年7月 争自

◆々 ,, 年 守 角な 日∩

∫
ア…`
｀

/ 4検査場所    使用前検査記録のとおり

5襟査実施者 , 検査結果一覧表のとおり

6検査結果 検査結果■覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

|



関原発第 321号 (平成28年 10月

関原発第435号 (平成30年 3月 2
'関原発第47号 (平成30年 4月 20

関原発第 203号 (平成39年 7月 4

関原発第 260号 (平成30年 8月 2

関原発第416号 (平成30年 12月

関原発第 505号1(平成31年 2月 1

関原発第 513号 (平成31年 2月 6

関原発第 4号 (平成31年 4月 4日 )

関原発第 69号 (2019年 5月 16

関原寿第 116号 (2019年 6月 2

関原発第205号 (2019年 8月 2

関原発第 511号 (2920年 1月 3

関原発第 543号 (2'020年 2月 2
(関
原発第 618号 (2020年 3月 2

関原発第 23号

関原発第 23号

関原発第 293号

関原発第 562号

関原発第 585号

関原発第 137号

関原発第 209号

(202

(202

(202

(202

(202

(202

(202

0年 4月 7

1年 4月 3

1年 8月 2

2年 2月 2

2年 3月 1

2年 6月 1

2年 7月 1

7日 )

0日 )

日)

日)

0日 )

5日 )

日)

日)

日)

4日 )

3日 )

1日 )

6日 )

4日 )

日)

0日 )

日)t

8日 )

5日 )

0日 )

日)

関原発第 580号 (2022年 12月 27日 )

関原発第30号 (2023年 5月 26日 )

関原発第166号 (2023年 6月 21日 )

検査申請書番号

(申請年月日)

成績書管理番号 :1-51

検査申請一覧表

4記以降の変真を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2



D

検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 51

い

特記事項

み し

検査立会責任者

主任技術者

衷魚イラ″ 一と'ツ 多

原子力検査官

|

ィ髭帝 T各 た

ン久Aえ

検査結果

淀

検査年月日

吟剪ち占年

7月 と日



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

'

添付資料 1

成績書管理番号 ri-51

検査年月日 :令和 占 年 7月 ; 日

検 査 場 所 r関西電力株式会社 高浜発電所

検査前確認事項

前検査申請書の確認

∩

r再

4

備考確認事項 確認方法 確認結果

①―

1本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

るこる。

記録確認

記録確認

検査 をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 0・ T
工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。    ト



添付資料4二 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

基本設計方針に係る検査

_     成績書管理番号 :卜51

検査■月日
・
:令和 よ ヰ:71月 占 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社 高浜発電所
ツ

検査前確認事項

∩

∩
一

占

備考結果 |

③・
羊請者の品質記録疲びエビデンスが準備され

ていること。    .

性確認状況一覧表が作成され、申請者の適合

性確認検査において漏れなく確認されている

合とを るす 果めの設計結た確保基準適合性

ことさ



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録 確認結果二覧表
成績書管理番号 :1.51

検査年月日 :令和 占 年 ヤ 月
` 
日

検 査 場 所 :関西電力株式会社 高浜発電所

0ヽ

鶉
爺
凝
輩
ふ
―
】

（
Ｐ
＼

朝
）

確認

結果

皮

判定基準

保安活動が基本設

計方針に従って行

われ、設備及び機

器が基本設計方針

に従い製作され、

据付けされ、所定

の性能を有してお

り、技術基準に適

合するものである

こと。

現場確認した設備等

遮断器の据付状態

記録確認した適合性確認
,検査要領書、成績書等

T2-3-0905

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

1,非常用電源設備の電源系統
1.1 非常用電源系統
加えて、重要安全施設への電力供給に係る電気

盤及び当該電気盤に影響を与えるおそれのある電

気盤のうち非常用デイーゼル発電機に接続される

電気盤以外の電気盤 (安全施設 (重要安全施設を除

く。)への電力供給に係るものに限る。〉について、

遮断器の遮斬時間の適切な設定等により、高エネ

ルギ■のアーク放電によるこれらの電気盤の憬壊

の拡大を防止することができる設計とする。

確認対象 : 「
メタルクララド開閉装置 (非常用)の機能 。性
能

機器等の名称

(設備区分)

非常用電源設備

施設名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設



確認

結果

|

昆

判定基準

保安活動が基本設

計方針に従って行

われ、設備及び機

器が基本設計方針

に従い製作され、

据付けされ、所定

の性能を有してお

り、技術基準に適

合するものである

こと。

現場確認した設備等
記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

T2下 3-0910

確認した基本設計方針
※

確認した基本設計方針 :

1.保安電源設備

1.1 発電所構内における電気系統の信頼性確

保

1.1。 2 1相の電路の開放に対する検知及び電

力の安定性回復

送電線において 3相のうちの 1相の電路の開放

が生じた場合、500kV送電線 (1号機設備、1・ 2・

3・ 4号機共用、1号機に設置 (以下同じ。))は多

重化した設計とし、1回線での電路の開放時は、安

全施設への電力の供給が不安定にならない設計と

する。また、電力送電時、保護装置 (1号機設備、

1・ 2`3・ 4

じ。))により3相の電流不平衡監視にて常時自動

検知できる設計とするも

確認対象 :

500kV送 電線用しや断器の機能 。性能

機器等の名称

(設備区分)・

保安電源設備

施設名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の

附
属
施
設

ミ

※ :「確認した基本設計方針」のうち、下線部について確認。

郭
尊
断
華
ト
ー
］

（
Ｎ
＼
９
）



∞

確認

結果

施

判定基準

保安活動が基本設

計方針に従って行

われ、設備及び機

器が基本設計方針

た従い製作され、

据付けされ、所定

の性能を有してお

り(技術基準に適
合するものである

こと。

現場確認した設備等
記録確認した道合性確認

検査要領書、1成績書等

T2-1二 〇501

(その 6)

T2-3-0501

(その4)  ´

T2■ 1-0558

T2i3-0557

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

1.補機駆動用燃料設備
重大事故等に対処するために使用する可搬型又

は常設設備の動作に必要な駆動用燃料を貯蔵及び

補給する燃料設備として燃料油貯油そう (「 1号機

設備、重大事故等時のみ 1・ 2号機共用」、「重大事
故等時のみ 1・ 2号機共用」(以下同じ。))及び夕
ンクローリー (1号機設備、1・ 2号機共用 (以下

同じ。))を設ける

送水車燃料タンクヘの燃料補給は、燃料油貯油そ

うよリタンクロ‐り
=を
用いて補給できる設計と

すると

確認対象 :

燃料油貯油そう (1号機設備、重人事故等時の_

み 1・ 2号機共用)及びタンクロエリー (1号機
設備、 1・ 2号機共用)の据付、外観及び機能・

性能

機器等の名称
(設備区分)

補機駆動用燃料 ―

設備

施設名

そ
の

他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

郭
尊
凝
牽
ト
ー
］

（
∞
＼

Ы
）



)

―⇔

確認

結果

魔

判定基準

保安活動が基本設

計方針に従って行

われ(設備及び機
器が基本設計方針

に従い製作され、

据付けされ、所定

の性能を有してお

り、技術基準に適

合するものである

こと。

現場確認した設備等
記録確認した道合性確認

検査雲領書、成績書等

T2-3-1322

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

1.地震による周辺斜面の崩壊に対する基本設計
方針

地震による斜面の崩壊を防止するため、3号機

及び4号機原子炉建屋並びに3号機及び4号機原

子炉補助建屋背後斜面地中に、鋼管、H鋼及び中

詰めモルタルで構成される抑止ぐいを3号機及び

4号機原子炉建屋並びに3号機及び4号機原子炉

補助建屋の平行方向に約 1.5m～約 2皿 間隔で設置

する。

確認対象 :

抑止ぐいの据付及びタト観

機器等の名称
(設備区分)

敷地内土木構造

物

施設名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の

附
属
施
設

鶉
尊
溢
華
ふ
―
］

（
心
＼
伽
）



一０詩

確認

結果

庇

判定基準

保安活動が基本設

計方針に従うて行

われ、設備及び機

器が基本設計方針

に従い製作され、

据付けされ、所定

の性能を有してお

り、技術基準に適

合するものである

こと。

現場確認した設備等
記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

T2-1=0802

T2-1-0804

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

1,1 緊急時対策所の設置等
3)緊急時対策所 (緊急時対策所建屋内)は以下の

措置又は設備を備えることにより緊急時対策所機

能を確保する。

b.情報の把握
情報収集設備として、事故状態等の必要な情報

を把握するために必要なパラメータ等を収集し、

緊急時対策所 (緊急時対策所建屋内)で表示でき
るよう、安全パラメ下夕表示システム (SPDS)
及び安全パラメータ伝送システムを制御建屋に設

置し、SPDS表示装置を緊急時対策所 (緊急時
対策所建屋内)に設置する。また、緊急時対策所
(緊急時対策所建屋内)へ重人事故等に対処する
ために必要なデータを伝送できるデータ伝送設備

(発電所内)と して、安全パラメータ表示システ
ム (SPDS)(「 1号機設備、1・ 2・ 3・ 4号機
共用、 1・ 3・ 4号機に設置」(以下同じ。))を制

御建屋に■式設置しヽ SPDS表示装置 (「 1号機
設備、1・ 2・ 3・ 4号機共用、1・ 3・ 4号機に

設置」(以下同じと))を緊急時対策所 (緊名時対策

所建屋内)に必要数量一式設置する。

確認対象 :

安全パラメータ表示システム,(SPDS)の 据
付及び外観

機器等の名称

(設備区分)

緊急時対策所

施設名

そ
の

他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

鶉
草
胚
華
添
Ｉ
Ю

（
伽
＼

頓
）



F栄ヨ西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

ハ

要領書́番号 !原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :卜 52

ra
今紳ヽき年 7月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第2号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日  撞  浴羽静 i年

'月

B 日

至 塔璃ちよ牟守1月 ち 日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :1-52

ハ

∫
・″~｀
Ⅲ

1



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第435号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第47号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 203号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 260号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第416号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 505号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第 513号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第 4号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 69号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 116号 (2019年 6月 24日 )

関原発第 205号 (2019年 8月 23日 )

関原発第 511号 (2020年 ′1月 31日 )

関原発第 543号 (2020年 2月 26日 )

関原発第 618号 (2020年 3月 214日 )

関原発第 23号 (2020年 4月 7日 )

関原発第 23号 (2(021年 4月 30日 )

関原発第 293号 (2021年 8月 2日 )

関原発第 562号 (2022年 2月 28日 )

関原発第 5s5号 (2022年 3月 15日 )

関原発第 137号 (2022年 6月 10日 )

関原発第 2σ 9号 (2022年 7月 1日 )

関原発第 580号 (2022年 12月 27日 )

関原発第 80号 (2023年 5月 26日 )

関原発第 166号 (2023年 6月 21日 )

成績書管理番号 :1-52

検査申請二覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2



検査結果二覧表

成績書管理番号 :卜 52

ψ

特記事項

み し

検査立会責任者

ズ氏イラ_. _と口/主任技術者

電 千 孝]

.擦密聡1竃     嘉

原子力検査官

れや千咎■
み 入 久

検査結果

皮

検査年月日

↑舟よ年

1月:3日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第2号機 使用、前検査記録
共通事項

1                         成績書管理番号 :1-52

検査年月日:令絹 争 年 ″7r月 ら 日

検 査場所 :関西篭力株式会社 高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

∩

∩

4

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。
′

記録確認 Θ

工事計画の認可番号の

記載が瀬切であるこ

と。

記録確認 Θ



添付資料 4生 1

関西電力株式会社高浜発電所第2号機 使用前検査記録

基本設計方針に係る検査

成績書管理番号 :卜52

検査年月白i苓和 す 年 ?月 3 日
検 査場所 :蘭西電力株式会社 高浜発電所

検査前確認事項

∩

√
‐
ゝ

確認事項 結果 イl精考

申請者の品質記録及びエビデンスが準備され

ていること。

基準適合性を確保するための設計結果と適合

性確認状況一覧表が作成され、申請者の適合

1性石荏認検査において漏れなく眸認さ4ている

こと。       !     ′
0,T

ふ
~



関西電力株式会社高浜発電所第2号機 使用前検査記録 確認結果二覧表

秩査年月日 :苓和 ふ
~年
 ′7月 3 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社 高浜発電所

成績書管理番号 :1=52

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

齢
＼
ｍ

郭
車
溢
華
ヽ
卜
Ｎ

確認

結果

,

馳

判定基準

保安活動が基本設

計方針に従って行

われ、設備及び機

器が基本設計方針
|

に従い製作され、

据付けされ、所定

の性能を有してお

り、技術基準に適

合するものである

こと。

現場確認した設備等
記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

T2-3-0602

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

2.設備の相互接続 |

補助蒸気連絡ライン (低庄)は、1号機及び 2号

機の共用配管と3号機及び 4号機の共用配管を相
互接続するものの、通常は連絡弁を閉止すること

で物理的に分離されることから、悪影響を及ぼす

ことはなく、連絡ライン使用時においても、 1号
機、 2号機、 3号機及び 4号機の各系統の補助蒸

気の圧力は同じとし、発電用原子炉施設の安全性
―

を損なうことのない設計とする。また、 1号機及
び 2号機の補助蒸気配管については、相互接続し、

通常は連絡弁を開けて連絡するものの、各号機の

補助蒸気の圧力は同じとし、また、融通に必要な

供給容量を有することで、発電用原子炉施設の安

全性を損なうことがなく、連絡ラインを使用しな

い場合は、連絡弁のFォ弓止により物理的に分離する

ことで、悪影響を及ぼさない設計とする。

確認対象 :

補助蒸気連絡ライン (低圧)及び連絡弁の接続
状況

機器等の名称

(設備区分)

補助ボイラー

設備の相互接続

施設名



蘭西電力株式会社 r

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番号 1原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 ,'1二 53

1神 か年デ月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2与機

2検査申請 .  検査申請一覧表のとおり

3検査期日
i    
自 浴潮

" S 
年 2 月 Υ 日

至今紳 0年 房月/

成績書管理番号 :1-58

日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果二覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第 435号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第47号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 203号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 260号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第 416号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 505号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第 513号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第 4号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第
′
69号 (2019年 5月 16日 ):

関原発第 116号 (2019年 6月 24日 )

関原発第 205号 (2019年 8月 23日 )

関原発第511号 (2020年 1月 31日 )

関原発第543号 (2020年 2月 26日 )

関原発第618号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 23号 (2020年 4月 7日 )

関原発第 23号 (2021年 4月 30日 )

関原発第293号 (2921年 8月 2日 ) ・

関原発I第 562号 (2022年 2月 28日 )

関原発第585号 (2922年 3月 15日 )

関原発第137号 (2022年 6月 19日 )

関原発第209号 (2022年 7月 1日 )

関原発第 580号 (2022年 12月 27日 )

関原発第 80号 (2023年 5月 26日 )

関原発第 166号 (2023年 6月 21日 )

関原発第 256与 (2023年 7・月26日 )

成績書管理番号 :卜53

検査申請―覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認じ表中に追記する。

Z



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 53

"

特記事項

丁3こ

検査立会責任者
―

主任技術者

ィ剪うデ‐,ァゼンと
`″

抜何万

原子力検査官

弦 本を

検査結果

ヽ

孔

検査年月日

今飛 S年
2月 ″ 日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :と -53

検査年月日:令な霞 e 年 ≧ 月 鬼 日

検 査場所 :Fttl西篭独株式会社 高浜発電所

検査前確認事項            
―

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Θ。■

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 Q―

箕



添付資料 4-1

関西電力株式会社高浜発電所第2号機 使用前検査記録

基本設計方針に係る検査

成績書管理番号 :153

検査年月日:令和 S 年 ´ 月 々 日
検 査場 所 :関西竃力株式会社 高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 結果 備考

申請者の品質記録及びエビデンスが準備され

ていること。
Q―

基準適合性を確保するための設計結果と適合

性確認状況■覧表が作成され、申請者の適合

性確認検査において漏れなく確認されている

こと。              ~

Θ
エ

す



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録 確認結果一覧表

1  成績書管理番号 :1-53

検査年月日:令和 じ 年 z月  ク 日
検 査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

0、

確認
結果

我

判定基準

保安活動が基本設

計方針に従つて行

われ、設備及び機器

が
.基
本設計方針に

従い製作され、据付 '

けされ、所定の性能

を有しており、技術

基準に適合す るも

のであること。

現場確認し
た設備等

中央制御室の

非常灯兼作業

用照明及び |｀

2号洗浄排水 (

処 理 装 置 室

(1・ 2号機

共用)の作業

用照明  .

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

T2-3-1824

確認した基本設計方針
氷

確認した基本設計方針 i

6.その他            、

6.3 安全避難通路等

発電用原子炉施設には、位置を明確かつ恒久的

に表示することにより容易に識別できる安全避難ヽ

通路及び電源が喪失した場合においても機能を損

なわない避難用照明として蓄電池を内蔵した非常

灯 (「 1号機設備、1。 2号機共用、1号機 1こ設置」、・

「 1・ 2号機共用、2号機に設置」)及び誘導灯 (「 1'

号機設備、 1・ 2号機共用、1号機に設置」、「1・

2号機共用、2号機に設置」)を設置し、安全に避 '

難できる設計とする。 
・

設計基準事故が発生した場合に用いる照明として

内蔵電池の電源を備える作業用照明 (「 1髪チ寿鼈言聟

備、1・ 2号機共用、1号機に設置」、「1・ 2号機

共用、 2号機に設置」 (以下同じ。))を設置する。

機器等の名称
(設備区分)

その他

施設名

発
電
用
原
子
炉
施
設

土

通
項
目

募
奪
ゆ
埜
ド

ー
〕

（
Ｐ
＼

ミ
）



)「

帝

※1:下繰部を除く部分を確認した。

こヽ

作業用照明のうち、設計基準事故が発生した後、

継続的作業又は長期間の滞在が考えられる箇所及

びそれらへのアクセスル●ドに設置するものは、

非常用低圧母線からの給電が可能な設計とする。

確認対象 :

非常灯 (1・ 2号機共用)作業用照明 (1・ 2号機共

用)の外観・据付  、            ,

発
電
用
原
子
炉
施
設

（共
通
項
目
）

辣
韓
ゆ
華

ヽ
―
〕

（
］
＼

ｄ



詢

綿
結果

段

判定基準

保安活動が基本設

計方針に従って行

われ、設備及び機器

が基本設計方針に

従い製作され、据付

けされ、所定の性能

を有しており、技術

基準に適合するも

のであること。

現場確認し
た設備等

2号機 洗浄

排水処理装

置室 (1・ 2

号機共用)1こ

設置 してい

るスプ リン

クラー及び

A/B24

mに設置さ

れている予

作動弁

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

T2-3-0216

T2-3-1809

(その 1)

確認した基本設計方針
※1

確認した基本設計方針 i

l:火災防護設備の基本設計方針

(2)火災の感知及び消火

b。 消火設備

火災防護上重要な機器等及び重大事故等対処施

設を設置する火災区域又は火災区画には、設備の

破損、誤動作又は誤操作により消火剤が放出され

ても、原子炉を安全に停止させるための機能又は

重大事故等に対処するために必要な機能を有する

電気及び機械設備に影響を与えない消火設備を設

置する。消火設備として、火災発生時の煙の充満

又は放射線の影響により消火活動が困難となると

ころは、自動消火設備又は手動操作による固定式

消火設備であるスプリンクラー (「 1号機設備(

1・ 2号機共用、 1号機 に設置 |、 「1・ 2号機共

用、 1号機 に設置 I、 「3号機設備 、 1・ 2・ 3・

4号機共用、 3号機に設置 |(以下同じ^))、 企域

ハ ロン消火設備 (「 1号機設備 ( 1・ 2暑縫共

用、 1丹機に設置 |、 「1号縄設備、 1 2・ 3

機器等の名称
(設備区分)

火災防護設備の基本

設計方針

施設名

そ
の

他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

火
災
防
護
設
備

郭
奪
が
並
点

―
〕

（
∞
＼
預
）



S

4号機共用、 1号機に設置」 (以下同じ。))、 局所

ハロン消火設備 (「 1号縫設備、 1。

1号機に設置」、「3号機設備、1・ 213・ 4号機

共用、 3号機 に設置 1(以下同 じ^))、 ケー

レイ消火設備 (「 1暑機設備、 1・ 2

号機に設置」、「3号機設備、1・ 2・ 3・ 4号機共

用、 3号機に設置」 (以下同じ。))、 二酸lL炭素消

火設備、エアロブル消火設備 (「 1号機設備、 1,

2号機共用、 1号機に設置 I、 「3号機設備、 10

2・ 3・ 4号機共用、3号機に設置 I(以下同じ^))

水噴霧消火設備 (「 1号機設備、 1・ 2号機共用、

11屠軒鶏斜こ言覚提翌|《 「3手孝将鼈言覺葡旨、 1 ・ 2 ・ 3

共用、3号機に設置」(以下同じ。))により消火を

行う設計とし、火災発生時の煙の充満又は放射線

の影響により消火活動が困難 とならないところ

は、自動消火設備である海水ポンプの二酸化炭素

消火設備並びに可搬型の消火器又は消火栓により

ブル ト

2号機共用、

繋

号機共用、 1

・ 4

消火を行 う設計とする。

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

（火
災
防
護
設
備
）

鶉
奪
埒
華

ふ
Ｉ
Ю

（
心
＼
預
）



Ｌ

・′

ム、；ン・

＼
馬

一 ※li下繰部警鱗く部分鶴 1逢,転

スプリンクラーは、消火紺象が放水範囲内に入る

設計とし、動作後は消火状況の確認、1消火状況を

編 滋 :                        :

スプリンクラー (予作動弁、スプリンクラーヘッド(

警報装置、蓄電池等を含む)(1部 1・ 2号機共用)

の据付・外観及び機能。性能

そ
の
他
発
篭
用
原
子
炉
の
購
属
施
設

（火
喪
防
護
藍
煙

郭
車
埒
華

ふ
―
〕

（
伽
＼
ミ
）

r



ヽ
ゝ

確認
結果

及

ヽ
判定基準

保安活動が基本設

計方針に従って行

われ、設備及び機器

が基本設計方針に

従い製作され、据付

けされ、所定の性能

を有しており、技術

基準に適合するも

のであること。

現場確認し
た設備等

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

T2-3-0510

T2-3_-0921

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

5,設備に対する要求

5。 1 安全設備、設計基準対象施設及び重火事

故等対処設備

5。 1.3 悪影響防止等

(4)悪影響防止

なお、号機毎に必要な容量を有した設備を配備

又は保管することにより、1号機、2号機、3号機

及び 4号機の同時被災を考慮しても、他号機 (1

号機、 2号機、 3号機及び 4号機のうち自号機を

除く。)の対応に悪影響を及ぼさないよう設計す

る。

確認対象 :

燃料油貯油そう (重大事故等時のみ 1・ 2号機共

用)及びデイーゼル発電機 (重大事故等時のみ

1・ 2号機共用)の状態確認

機器等の名称
(設備区分)

設備に対する要求

施設名

発
電
用
原
子
炉
施
設

共
通
項
目

鶉
草
述
輩

ト
ー
囀

（
③
＼
預
）



ヽ
増

・乱
氷
Ｔ

確認
結果

く

孔

判定基準

保安活動が基本設

計方針に従って行

われ、設備及び機器

が基本設計方針に

従い製作され、据付

けされ、所定の性能

を有しており、技術

基準に適合するも

のであること。

現場確認し
た設備筆

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

T2-3-0501

(その 9)

T2-3-0921

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

1.非常用電源設備の電源系統

1,3 号機関電力融通系統

ディーゼル発電機及び燃料油貯油そうは、重大

事故等時に号機関電力融通を行う場合のみ 1号機

及び 2号機共用とする。

確認対象 :  I

燃料油貯油そう (重大事故等時のみ 1:2号機共

用)及びデイエゼル発電機 (重大事故等時のみ

11・ 2号機共用)の状態確認

|

|

機器等の名称
(設備区分)

非常用電源設備の電

源系統

施設名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設

)F
常
用
電
源

郭
爺
聯
叢

ふ
Ｉ
Ю

（
ミ
＼
Ｎ
）



検査結果―覧表

成績書管理番号 :卜 53

∝

特記事項

薯 t

検査立会煮任者

擁 絶 ぬ 客 々ポや主任技術者

触

ホメラーヽ 夕・と″シ多r王か宿だ

原子力検査官

彰 入 著

ル拡 彰

検査結果

及

‐検査年月日

冷

～

敲年

戸月 ノ日



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

:

添付資料 1

成績書管理番号 :1-53

検査年丹日:令不口 ∫ 年 ″ 月
´
ノ 日

'検 査場所 !関西電カノ床式会社 高浜発電所

検査前確認事項

,使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Θ―

検査 をす るこ事のエ

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで あるこ

と。

記録確認 Θ L

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 QI二

′Υ



添付資料4-1

関西零力株式会社高浜発電所第?号機 使用前検査記録

基本設計方針に係る検査

成績書管理番号 :卜 58

ぃ
査年月日:令和 浄 年 ,月 ノ 日
検査 場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 結果 備考

申請者の品質弔録及び手
ビデン不げ十備され

ていること。
Q

Q・ ■

な



＼』

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録 確認結果一覧表

成績書管理番号 :卜53

検査年月日 :令和 ∫ 年 Γ 月 ノ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社 高浜発電所

郭
尊
麟
章

ふ
卜
時

確認

結果

ゝ

R

判定基準

保安活動が基本設

計方針に従って行

われ、設備及び機

器が基本設計方針

に従い製作され、

据付けされ、所定

の性能を有してお

り、技術基準に適

合するものである

こと。

現場確認した設備等
記録確認した適合性確認

検査要領書t成績書等

T2-3-0510

T2-3-0921

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

5.設備に対する要求

5,1 安全設備、1設計基準対象施設及び重大事

故等対処設備 、

5,1: 3 悪影響防止等
(4)悪影響防止             ヤ

他設備への系統的な影響 (電気的な影響を含

む。)に対しては、重大事故等対処設備は、他の諜
備に悪影響を及ぼさなぃように、弁の閉止等によ

って、通常時の系統構成から重大事故等対処設備

としての系統構成及び系統隔離をすること、通常

時の分離された状態から接続により重大事故等対

処設備としての系統構成をすること、又は他の設

備から独立して単独で使用可能なこと(並びに通
常時の系統構成を変えることなく重大事故等対処

設備としての系統構成をすることにより、他の設

備に悪影響を及ぼさない設計とする。

機器等の名称

(設備区分)

安全設備、設計

基準対象施設

及び重大事故

等対処設備

施設名

上

通
項
目

全
て

言豊
漏湿

譴各

子
炉
の

附
属
施
設



ヽ
や

確認

結果
判定基準

保安活動が基本設

計方針に従って行

われ、設備及び機

器が基本設計方針

に従い製作され、 |

据付けされ、所定

の性能を有してお

り(技術基準に適
合するものである

こと。

現場確認した設備等
記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

T2-3-0510

T2-3-0921

確認した基本設計方針
※

確認対象 :

・調速装置 (重大事故等時のみ 1・ 2号機共用)
(ディーゼル発電機)の状態確認
・非常用調速装置 (重大事故等時のみ 1・ 2号機
共用)(デイ■ゼル発電機)の状態確認
・空気だめ (重大事故等時のみ 1・ 2号機共用)
(ディーゼル発電機)の状態確認
・2AG―A018A、 B2BG―A018A、 B(重大事故等時の
み112号機共用)(デイーゼル発電機)の状
態確認
・(自動しゃ断用)デイーゼル発電機保護継電装
置 (重大事故等時のみ 1・ 2号機共用)(デイ
ーゼル発電機)の状態確認
。(警報用)デイエゼル発電機保護継電装置 (重
大事故等時のみ 1・ 2号機共用)(デイーゼル
発電機)の状態確認 |
,直結 (童大事故等時のみ 1・ 2号機共用)(デ
ィーゼル発電機)の状態確認

機器等の名称

(設備区分)

安全設備、設計

基準対象施設

及び重大事故

等対処設備

施設名

土

通
項
目

企
て

発恣

子
炉
の

附
属
施
設

郭
韓
溢
叢
ふ
―
中



当ヽ

確認

結果

罠

判定基準

保安活動が基本設

計方針に従って行

われ、設備及び機

器が基本設計方針

に従い製作され、

据付けされ、所定

の性能を有してお

り、技術基準に適

合するものである

こと。

現場確認した設備等
記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

T2-3-1403

T2-3-1824

確認した基本設計方針
※

確認した基本設計方針 :

6,その他
:6.3 安全避難通路等
発電用原子炉施設には、位置を明確かつ

恒久的に表示することにより容易に識別で

きる安全避難通路及び霊源が喪失した場合
においても機能を損なわない避難用照明と

して蓄電池を内蔵した非常灯 (「 1・ 2-号機

共用、1号機に設置」、「2号機設備、1・ 2

号機共用、2号機に設置」)及び誘導灯 (「 1・
2号機共用、1号機に設置」、「2号機設備、

lf2号機共用、2号機に設置」)を設置し、
安全に避難できo設計とする。
設計基準事故が発生した場合に用いる照
日月として内蔵電池の電源を備える作業用照

明 (「 112号機共用、1号機に設置」、「2
号機設備、1・ 2号機共用、2号機に設置」

(以下同じ。))を設置する。

万一、作業用照明設置箇所以外での対応

が必要になった場合及び作業用照明電源が

枯渇した場合等において、可搬型照明 (「 1・

2号機共用、1号機に保管」(「 2号機設備 t

1・ 2号機共用(2号機に保管」)の準備に
時間的余裕がある場合に活用できる可搬型

照明を配備する。i

機器等の名称
(設備区分)

安全避難通路

等

施設名

共
通
項
目

企
て

書三
漏通

詳恣

警§
證1厩
子
炉
の
附
属
施
設



＼浪

確認

結果
判定基準

保安活動が基本設

計方針に従って行

われ、設備及び機

器が基本設計方針

に従い製作され、

据付けされ、(所定
の性能を有してお

り、技術基準に適

合するものである

こと。

現場確認した設備等
記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等
確認した基本設計方針※

確認対象 :                 十

。・誘導灯 (1'2号機本用)の据付、外観凛び機
能・性能                 i
・可搬型照明 (1・ 2号機共用)の保管状態確認

機器等の名称
(設備区分)

安全避難通路

等

施設名

土

通
項
目

全
て

詳恐

子
炉
の
附
属
施
設

鶉
韓
添
章
ト
ー
中



lt令

関西電力株式会:社

高浜発電所第 2号機

1使用前検査成績書

要領 書番号  :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号:卜14    (

容
'れ
,年 3月

原子力規制委員会

r′

pい｀
ェ



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請■覧表のとおり

3検査期日 自 分
～
す年 d角 ′ぅ日

至 全得ま年 耳月′3日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :卜 54

,ヘ

下乱

,



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 32ユ 号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第435号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第 47号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 203号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 260号 (平成 30年 8月 2:0日 )

関原発第416号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 505号 (平成 31年 2:月 1日 )

関原発第 513号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第 4号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 69号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 116号 (2019年 6月 24日 )

関原発第 205号 (20■ 9年 8月 23日 )

関原発第 511号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 543号 (2029年 2月 26日 )

関原発第 618号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 23号 (2020年 4月 7日 )

関原発第 23号 (2021年 4月 30日 )

関原発第 293号 (2021年 8月 2日 )

関原発第 562号 (2022年 2月 2e日 )

関原発第 585号 (202.2年 3月 15日 )

関原発第 137号 (2022年 6月 10日 )

関原発第200号 (2022年 7月 1日 )

関原発第580号 (2022年 12月 27日 )

成績書管理番号 :卜 54

検査申請―覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 54

C

特記事項

与 し

検査立会責任者

ふⅢイフーブー8ウ主任技術者

榊 鮨髯ぅ(与救畿る

原子力検査官

ネ 今 後

~ヽ
■

んく か 徹

検査結果

麓

検査年月日

外ネ,ま年

3月 /3日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項ヽ

成績書管理番号 :1-54

検査年月日 ,令和 ま 年 a月  /3;日

検 査 場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査前確認事項    :

使用前検査申請書の確認

´
“

い
喩

、

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を
f含
む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ○・下

検査 をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 O一

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 ⑧一

4



添付資料4Tl

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機I使用前検査記録

基本設計方針に係る検査

成績書管理番号 :卜54

検套年月日 :令和 よ 年 1 3月 :/3日
検 査 場 所 :関―西電力株式会社 高浜発電所

検査前確認事項

[ヘ

rlヽ

浄

確認事項 結果 備考

申請者の品質記録及びエビデジスが準備され

ていることも          ｀ Θ・●

基準適合性を確保するための設計結果と適合

性確認状況―覧表が作成されt申請者の適合

性確認検査において漏れなく確認されている

ことも

①十一



関西電力株式会社高浜発電所第2号機 使用前検査記録 確認結果一覧表
成績書管理番号 :卜54

検査年月日 :令和  声 年  3月  /3日

検 査 場 所 :関西電力株式会社 高浜発電所

く
＼
辟

郭
韓
添
筆
ト
ー
い

確認

結果

徒

判定基準

保安活動が基本設

計方針に従って行

われ、設備及び機

器が基本設計方針

に従い製作され、

据付けされ、所定

の性能を有してお

り、技術基準に適

合するものである

こと。

現場確認した設備等

消火水バックアッ

プタンク (1,2号
機共用)

記録確認した適合性確認

検査要領書、成績書等

T2-3-0410

確認した基本設計方針

確認した基本設計方針 :

1.火災防護設備の基本設計方針
(2)火災の感知及び消火
b.く 消火設備 ,

(a)消火設備の消火剤の容量
消火用水供給系の水源である淡水タンク (「 1号機

設備、
′
1・ 2号機共用、1号機に設置」、「3号機設

備、 1・ Ⅲ2・ 3・ 4号機共用、3号機に設置」(以
下同じ。))、 地震等により淡水タンクが使用できな
い場合に使用する消火水バックアップタンク (1

号機設備Ⅲ l12号機共用、1号機に設置 (以下同
じ。))は、スプリンクラーの最大放水量で、消火を

2時 F日写継続した場合の水量を確保する設計とする。

確認対象 :

消火水バラクアップタンク (1・ 2号機共用)

機器等の名称
(設備区分)

火災防護設備の

基本設計方針

施設名

そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の

附
属
施
設

火
災
防
護
設
備



/ふ

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

強度又は漏えいに係る

使用前検査成績書 .

構造、

施 設 名  :核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

系 統 名 燃料取扱設備

新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器

使用済燃料 ピントクレーン

要領書番号 :原規規収第 1610072号 2-01

イ身べ39年 //月
原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発 電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検 査の種類   構造(強度又は漏えいに係る使用前検査

3検 査申請 使用前検査申請番号

的解芽説|ち仔ベガ年lθ河7β )
Ⅵ癬碁弁″よ々 孝戯|′寺3璃 Z!ク職)

4検 査期 日 べ3j年 //月 平日
くゞうθ年//月  ユ?日

5検 査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6検 査範囲 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

燃料取扱設備

新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器

使用済燃料ピットクレ=ン
 1個

7検 査実施者 検査実施者一覧表のとお り

8検 査結果 検査結果十覧
′
表のとお り

9添 付資料 使用前検査記録

1検査前確認事項

2材料検査記録     !

3寸法検査記録

4外観検査記録

5組立て及び据付け状態を確認する検査記録
1 .

斗

身

自

至



検査実施者―覧表

検査年月日 特記事項

00

覇抵うθオギ
//月虫′日

年

月   日

ζ♭

検査立会責任者 印

√イタ/‐ タギプ 主任技術者

主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印

象 狩影か

鯨 碑

葛僑 糸裁

年

月   日



つD

検査結果一覧表

系統名 :燃料取扱設備 新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器

∞

組立て及び据付け

状態を確認する
上

検査

備  考

孝ゞ うθ午
//月 戌P`.

炎
年

月   日

年

月    日

外観検査

芽ぶ う?年

// 月ク7,

後

年

月   日

√

年

月   日

寸法検査

牙体 う0年 、

ノ/ 月 zP_

汰

年

月   日

月   日

材料検査

イベタσ年
//角♪7F

`

灸

年

月 日

年

月   日

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査口

結果



添付資料-lTl

高浜発電所第 2号機.使用前検査記録
検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

∩

r為

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されて

いること。

記録確認

猛歳うθ竿
―

//月 字撃甲

、ヽこ

父
使用前検査成績書の「3検

｀

査申請」に申請番号 (変更 |

申請番号を含む。)・を記載す

る。         1  ,
年

月  日ノ

月   日

検査をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書どおりであるこ

と。

記録確認

辛無うと写苫浚
年

月 日

年

4



添付資料 -1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査・

∩

∩

ツ

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

平は
'う

わ峯・

//拝 2'F 次
年

月 日

/

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

マ鶴i力年
Ⅲ

ノ/月 27日 炎
年

月 日

/
市

5



添付資料二1-e

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸法検査 ,

凸

∩

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されているこ

と。   ・ t

記録確認

省場す久
年

月   日

年 / =‐

必要な図面等が準備 i

されていること。
図面等確認

孝戯うθ年
・

//戸 ュ?| 泳
年

月   日

年 /
r ~~~

検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。               `

記録確認

―
レば3弊
ゝ

//月虫ダ日 突
年

月   日

年 〆
―

―

=  
「―――

6



添付資料一 l-4

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査 i

∩

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が

秦備 されているこ

とも

記録確認

渾は,弊 ←

〃月2,日 炎
「

年

月   日

年 〆
―

―  ‐

図面等確認

孝心移9年 `
〃月p亨 日

与

衣
年

日

年

日

ガ

7



添付資料二 1-5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査 電

Q

∩

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

イ心渾。年|
〃月
'T自
A

年

月   日

年

図面等確認

劣と写ど炎
年

月   日

年 イ
荘

8



添付資料-2

1乱

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範匪li核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 燃料取扱設備

新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器 使用済燃料ピットクレーン

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

使用済燃料 ピットクレーン

(ホイス トレール )

耳蕊βつ年
′/月ヱ?口

罠 記録確認

備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よるど

※ i適合 ll生確認検査成績書の識別番号 r~「 2工 十一 DIわ |

9



ド
〇

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

判定基蜂 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

使用済燃料ピットクレーン

備 考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

寸法検査記録

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-|― DIつ i

郭
車
が
華
―
∞

検査方法

記録確認

検査

結果

民ヽ
猟 3伴
||ナ毛Z?口

検査年月 日
測定値

(mm)(mm)

許容値
※2主要寸法

(■lm)

高 さ

ホイス トレール幅

ホイス トレエル高さ

走行サ ドル長さ

検査対象

検査範囲 :核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 燃料取扱設備 新燃料又は使用済燃料を取扱う機器 使用済燃料ピットクレーン



添付資料■ 4

高浜発電所第 2号機

査記録 ヤ外観

検査範囲 :核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 燃料取扱設備

1     新燃料又は使用済燃料を取扱う機器 使用済燃料ピントクレーン

判定基準 :有害液欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐

食、浸食)がないこと。
査

果

検

結
検査方法検査年月日検査対象

⑪ `

記録確認

jttS3a撃

′,月29日使用済藤料ピットクレーン

凸

∩

ll



添付資料i5

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

高浜発電所第 2号機

I検
査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 燃料取扱設備

新燃料又は使用済燃料を取扱 う機器 使用済燃料 ピットクレーン

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基蜂に適合すること。

検査方法検査年月 日
検査

結果
検査対象

一Ｒ
Φ
そ

記録確認

軍哉3つ卒
′1月 2?日Ⅲ使用済燃料 ピントクレーン

備 考
。                   。

済 ぐ ■ F甍 重 野 鉾 幹 隻 野 確 養 羅 苺 彬 導 型 華 菱 姥 読 黄 舌 曇 喜
名 君 籍 瑠 騨 事 霧 華 李 井 1:ォ

ハ

汀み

12/き



↑ ,

関西電力株式会―社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第 1610072号 99
2-

成績書管理番号 i02

溶瓶z年 //月

原子力規制委員会

ィ
メ~‐、



A

使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請   検査申請一覧表のとおり

3検査理日 自 於釉 2年 //月 ば日

至f/Ⅲ季B フ 年′ど月r∂1日

4検査場所   使用前検套記―録のとおり

5検査実施者   検査結果〒覧表のとおり

6検査結果   検査結果一覧表のとおり

″添付資料  
‐
使用前検査記録

2…

成績善管理番号 102

!″

,'■
■日、
ゝ

√ゝ



2-
成績書管理番号 :02

√

‐‐
＼
、

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

i検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号 (平成28年 10月 7日 )
1関原発第435号 (平成30年 3月 2、 0日 )

関原発第47号 (平成30年 4月 20日 )

関原発第203号 (平成30年 7月 4日 )

関原発第26o号 (平成30年 8月 20日 )

関原発第416号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 505号 (平成31年 2月 1日 )

関原発第 513号 (平成31年 2月 6日 )

関原発第 4号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 69号 (2019年 5月 16日 )
.関原発第 116号 (2019年 6月 24日 )

関原発第205号 (2019年 8月 23日 )

関原発第 511号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 543号 (2020年 2月 26日 )

関原発第618号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 23号 (2020年 4月 7日 )

2



一
、

ッ
ｒ

検査結果一覧表
2-

成績書管理番号 :02

b

特記事項

4じ

検査立会責任者

ド イ考
′・ ク 'V単 ン  主任技術者

原子力検査官

孝テ窯 み

検査結果

久

検査年月日

浴猫32年
ど′、月/欣 日



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
共通事項

添付資料 1

使用前検査記録

?―

成績書管理番号 :02

検套年月日:浴和 7年 ′メ月 /》 日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

:含む。)が準備されてい
.ること。

記録確認

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお、りであるこ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。        、
記録確認

軍



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(―号検査)′

1 添付資料 3‐ 1

使用前検査記録

2,
成績書管理番号 :02

検査年月日:沿荊 2年 //月 ど

'日検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 図画等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ることき

記録確認 良,O

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認
良

す



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(一号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

2i
成績書管理番号 :02

検套年月日 :芦牟02年 Fr月 /》 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

使用済燃料貯蔵設備す

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法 |

組立て及び据付け状態を確認す

る検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

次
目視

記録確認
※

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-1914        ,

※1:記録確認実施範囲については、別添 1参照

組立て及び据付け状態を確認する検査の記録確認にとして、バーナブルポイズン保管用ラッ

クが撤去されていることを確認と

/



別添1(1/1)
工事計画本文 (原規規発第 1606105号 (平成 28年 o月 10日認可))

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設               |
加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあつては、次の事項

3 使用済燃料貯蔵設備に係る次の事項
(3)使用済燃料貯蔵ラックの名称、種類、容量、主要寸法、材料及び個数

(注1)公称値

(注2)記載の適正化を行 う。既工事計画書に燃『本体材料」と記載

変 更 前 変 更 後

名 称 バーナブルポィバン保管用ランク

都〔去

種 類 たて置角型

容 量 体 43

主
要
寸
法

中 心 間 距 離 mm

内  の  り ■選II

全 高 Bi14

材 料 催
21 SUS304

個 数 1

ク/E



rヘー

関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造,(強度又は漏えいに係るi

使用前検査成績書

施  設  名 :原子炉冷却系統施設

系 統  名 :余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設)

要領書番号  :原規規収第 1610072号 2-03

η々 ё午!γ輝

原子力規制委員会

fr i



3 検査申請

使用前検査成績書

1 発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2 検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

4 検査期日

使用前検査申請番号

関原発第 321号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第435号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第47号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 203号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 260号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第416号 (平成 3o年 12月 5日 )

関原発第 505号 (平成 31年 2月 1日 )          |

関原発第 513号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第 4号 (平成 31年 4月 4口 )

関原発第 69号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 116号 (2019年 6月 24日 )

関原発第 205号 (2019年 8月 23日 )
.聞膊鞍 きlI暑 (2020毎 1月 3i壷う

自 イ)井つ急 年 9月 鬼7日   関后ゴ登第と43暑 で2o2042n%8)―至 ノ争かθ年 /月  j工日    籐キ1翠留を'亀ヨiよ重:各二R“召:
5 検査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高操町田ノ浦

東亜バルブエンジニアリング株式会社

兵庫県尼崎市西立花町   :

6 検査範囲 高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設) 2個

r

√



7検査実施者   検査実施者一覧表のとおり

8検査結果    検査結果一覧表のとおり

9 添付資料 使用前検査記録        ´

1検査前確認事項
イ2材料検査記録
3寸法検査記録

4外観検査記録

5組立て及び据付け状態を確認する検査記録

6検査用計器一覧表
命

n

》



検査実施者一覧表

Cυ

特記事項

な じ

み レ

検査立会責任者 印

が
'イラ'i ,_ぜソ 主任技術者

材多イアダrて
ヽ
レ 主任募術者

主任技術者

原子力施設検査官 印|

ン久 哀

原執液生▼

孝ラR
紀彰

み

考 /

検査年月日

宥覇や危年

9月 27日

″″留o年
/F}ェ日

月

年

日

杵 会牟れ生昇t9合 aヽ示し,ュAと,七弱



検査結果一覧表

系統名 :余熱除去設備、非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (帝設)

ヽ

備  考
組立て及び据付け
1状態を確認する検査

年

月

斧浄 」年

井月二>日

R
年

月 日

外観検査

年

月

力斧▼∂ 年

杵月 ュエ日

＼

R
年

月 日

寸法検査

◆殊'え 年
9 月 27日

え

年

月

年

月 日

材料検査

↑′仲ん年
9 月2イ 日

え

年

月

年

月 日

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査 日

結果



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

↑鮮 角年

守 月21占 皮
使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。力経む年

≠月ユエ日

ヽ

R
年 ▲

検査をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

牟ん ん年

9月 27日 2
冷オ▼゛年

/月 工基日 血
年 /

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

今′4つえ年

9月 27日 殊

滞多 ゛ 年

持月ュ■日 汰
年 /

r



材料検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

添付資料 1-2

ふ影初わ物獅麻紗増眸鵞>潟れ承

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

冷芽p危年
9月 27日 た

,7サ
i'f言
:亀
)=¬ 雪う

と H¬ と
手
と
ヽ

表 ~

ヽ

く
年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

つ俸ん午

9月 27日
2

左 ぅ   、  _

/1″ υ T

照,
簑

年 /

お



寸法検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

添付資料 1-3

X按修務加掏I昧 々々 孝凋多】〕

7

結果 備考確認事項 確認方法 検査年月日

↑浄とえ年
9月
'7日

え

或
・ 我ヽ

年

申請者の品質記録が攀

備されていること。
記録確認

/

袴V諄偲■

? 月2′7日 之

鷲
災

年 /

必要な図面等が蜂備さ

れていること。
図面等確認

学静 乱年
!7 
月2守 日 施

年 /

年 /

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認



添付資料 1-4

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

∩

∩

1   確認事項 確認方法 検査年月爾 結果 備考

串講者の品質記録が坤

備されていること。
記録確認

弁み ご年

学 月ュェ日 R
年

一

年

一

必要な図面等が蜂備さ

れていること。
図面等確認

ヵか 0年
″月ュェ 日 R
年

一

年́

一

?'一 ,



添付資料 1-5

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

ハ

F/… :｀ |

確認事項 確認方法
t検
査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

か々じ年

γ月ュユロ k
年

一

年

一

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

々わ3年
々月井>日 碇

年

一

年

一
一

?.一 二



添付資料 2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :東亜バルブエンジエアリング株式会社

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):2個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査姑象 使用材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

2V8708A(弁箱) 継孫 之 記録確認

2V-8708B(弁箱) 純偕
|

魔 記録確認

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。

※ :適合性確認検査成績書の議別番号 :T2rl―θ乏つあ

浄



や

検査方法

記録確認

の
た

記録確認

Φ
／

検査

結果

，λ

之

検査年月日

今″亀年
9月 2々 口

盗
?月 卑々 日

7と、′D～ 7ξ、/θ
73、θⅢ _7ど、οξ

~D

7気′ο～ 7'、
F0

7'、沙働 ～ 73、?よつ

測定値

(■ll■ )

2

(■lm)

許容値×

75-75.3

73ハΨ73.3

75ハΨ75,3

73-73。 3

主要寸法
※1

(■lln)

75

73

75

73

呼び径

のど部の径

弁座日の径

ヅフト

呼び径

のど部の径

弁座日の径

ヅフト

寸法検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :東亜バルブエンジニアリング株式会社

検査範囲 i原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):2個

検査対象

2V-8708A

2V-8708B

備考

※ 1:公称値    ※2:許容値は工事計画による。

郭
奪
埒
華
ω



添付資料4

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):2個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

2V-8708A

令和 ご年

″月ュェ日 汰

2V-8708B

令和 e年
″月 ,庁み日
薇

備 考

,記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-0206 '

デ
確 魏 瀬 需ヽ 嫁 嘘礁陣波 、r娩 輸 而 レふt難 肱

/υ



添付資料 5

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

高浜発電所第 2号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

余熱除去設備

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

安全弁及び逃がし弁 (常設):2個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査方法検査年月日
検査

結果
検査対象

令和ど 年

γ月■ュ日
碓ヽ り
記録確認

2Vi8708A

令和 e年
弊月】と日

）魚

記録確認
2V… 8708B

備 考

F/



高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

添付資料 6

検査年月日 :↑舟 危 年 ?角 2?日

4テ多ぎ酵竜疑

妹不企白

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

オ宏椋立 ′ギダ＼
即18、 1ユ、21

ヵl?、 IЙ、31

′ギ7、
とD13、 12、 21

とD19、 12、 31

首麹 ンリン

'考

とジ
29'ら、12、 21

2o,9、 12tBI

協 勉 ¢Iヤル争七ガ
2'ta、 12R2'

とDl?、「2tみ 1

茸琺校虫 ■イ99メー守
とOr8、 ,2t21

とDi?、 T2_31

茸泳′椋生 拘
。着とデ

とDIB、「ユ、21

とOr9、 12、 31

/タ



設 備 概 要

二事計画本文 (原規規発第 1606105号 (平成 28年 6月 10日認可)

原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タィビンに係るものを除くと)にあつては次の事項
6 余熱除去設備に係る次の事項
(5)安全弁及び逃がし弁の名称、種類、吹出圧力、吹出量、主要寸法、材料、駆動方法、個数及び取付箇所
。
 1† lュ費

(注 1)記較の適正化を行う 既 に事言卜画群には「弁名称」と記救

(Fit'記取♂)適正イヒを行う 既 1:事 F卜画洋 1こ Itt f歩ぶ70SA、 BIと 記較
(才13)非常

'構

炉心冷却設備そげ,勉原子41注 1く設備と准用

(注 1,記栽の瞳正化を行う 既 ti事計画書にイよ「逃し弁Jと 記歳

(次ページに続く)

) (1/2)

＼∝

巡
郭
―

工
（ュ＼じ

↓
営

ω
村
ヽ
れ

博
Ｎ
ロ

変更後

SCも 1lA

同 左
176,0ビ馬 Ⅲス h (Ji5,

8.1('■ う'｀ '

じヽヽ 11(1上 II)

変 更 前

名 称 `!E'ユ 2V-870SA、  1)(に ', 望V… 8708A、  13(1■ '

f奪 類 平衡影
(■ 41

主吹    ,11    ,1:    カ MI)d

'吹
Ⅲl, :Ftt k詈/h/44

| 1呼   び   径Ⅲ・ 1) 7S t'帯 '

39(ユ士多,υ )
Ii

要
十
法

υ)ど  部  、′メ, 径 711●
'切

子F  薄ミ  日  V'  4祇 |れm

リ
マク       ト

箱 )° 主̀0'材 苧|(弁

蝦〔 動 方 法・
'よ

?'

l,封 欺

一
名

，

一
妹

一　

　

雀

一

系 統
一
　

一
　

一

ピV-370SA

A余黙除 ,iホ ンソ 入「ヨライン は
11'

ゼV一 S7(,SII

B余熱除 去ポン7人 I11ラ イン t'ⅢⅢl

象
付
簡
所

識    繊
途 水 防
II  国

ザ)  .

番  好・
1金 水 防 護 li 〈ア)

が



つ

工事計画本文 (原規規発第 1606105号 (平成 28年 6月 10日認可))(2/2)
(注5)既工事計画書に記繊がないため記較の適正化を行う聯記餓内容は、設計図書による。

(注6)S〔単位に換算した t)のである。

(注T'記載の道正化を行うと既工事計画書には「日径Jと 記載

(注8)記載の適正化を行うと既止事計画書に1ま 「oBXttB」 と認載 '

(注9)公称値

(注 10)記載の速正イとを行う。既工事計画書には「本体材料Jと 識裁

(注 11)記載の適正化を行うと既工事計画書には「ステンレス鋼]と 記絞

(注 i2)記載の適正rとを行うよ既工事計画書には「駆動方式」と記載

(注 13)記載の瀬廷化を行う。既工事計画書には「取付個所」と認裁

(注 11)記載の道正イ監を行う。既工事計画書には「余熱除去ボンプ入ロライン」と記載

求ヽ

浬
頚
―

ユ
命
卜
）

↓
引届

韓
小
ｈ
膊
Ｎ
ロ



工事計画本文 (関原発第 123号 (平成 30年 5月 24、 日)にて軽微変更屈出)
原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にあっては次の事項
6 余熱除去設備に係る次の事項
(5)安全弁及び逃がし弁の名称、種類、吹出圧力、吹出量、主要寸法、材料、駆動方法、個数及び取付箇所
 `  ・常設

(1/2)

ヽ
苓

浬
郭
―

ュ
６
Ｘ
）

◆
苦

ω
常

ヽ
渤
峙
博
ロ

変更な し

変更後

3,1

176,025 ,ス _I二

総 水 防 護 に の

西11度 が ア、態 オc篇 よ

名 イァ々ξ 2V-8708A、  B(■ 1'

種 類 平衡形

豊太 出   妊   カ lヽPな

W欠 |[| ktt h/鯛

呼 び †義 畑船 7ヽ  1ぞ
エイ

'

主
要
寸
法

y,  ど 粗l t′Ⅲ fヽと 71111'ユ '

弁 座 日 の 径 !mm

リ フ ト Iれm

材 料 (弁 箱 ) SCS14A

駆   動   方 法

佃 敷

系 統 宰1 望V-8708A

A余熟除去ボシフ 入ロライン

2V一S708B

8余熱除去示ン
~′
人ロライン( ラ  イ 名 )

取
付
簡
所

瓢成

途 水 防 護 L
柱曲l  番

(′ )

(次ページに続く)
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関西電力株式会社

高浜発ヽ電所第 2号機

′
構造(強度又は漏えいに係る
. 
使用前検査成績書  |

施  設  名 :原子炉冷却系統屹設

計測制御系統施設

原子炉格納施設

系  統  名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉喜水設備

ほう酸注入機能を有する設備

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器        「

燃料取替用水タンク

要領書番号  :原規規収第 1610072号 2-04

全をえ年 r子 月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発 電所名 関西電力株式会社 高浜発電所第 2号機

2検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3検 査申請 使用前検査申請番号

撃ソ徽冬篤321考 (千成男枠′ο4々 B)

辮 紐鸞種賓::舞舞貴4::;
2ο3堵 (手残ちo界 ■々4臓 )
26〔度,(子み:,0猾子R2の ,)

平病い。年rO月 ユ厳
圭今かれ年11勇 1 日

三菱重工業株式会社

パワー ドメイン 原子力事業部

兵庫県神戸市兵庫区和田崎町

関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

聰 紫‖ι電件欝 6A2今a)
園浄増を力耗 (″幣 ,R23B)

脚
鞭 雑

4検 査期 日

5検 査場所

6検 査範囲

自

高浜発電所第 2号機

発電月原子炉施設

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設

ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設              ・

圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク 1個

1



7検査実施者   検査実施者一覧表のとおり

3検査結果 検査結果一覧表のとおり

9添付資料i使用前検査記録
1検 査前確認事項

2材 料検査記録

3寸 法検査記録

4外 観検査記録
5経 立て及び据付け状態を確認する検査記録

6耐腫検査、漏えい検査記録

命

f′

中、

強

盈



検査実施者一覧表

頓

特記事項

なし

槙 し

み し

検査立会責任者 印

どイつ″‐夕″ゼ
′ソ  主任技術者

,V´ア″ク́ ぜソ  主任技術者

ギイタノゥ タ″て'ン   主任技術者

原子力施設検査官 印

工 切

ン久 入

孝 今

ジ灸 A
ⅢII 手

ゑ 典

祭
久

検査年月日

勒載う°年

/D月 之 日

孝よ 31年

1月 14日

?俸孔卒

と月 b日



検査実施者一覧表

‐卜ヽ

特記事項

=赤

し

み し

検査立会責任者 印

ギ・インタヽ ,″ ゼ
'ソ  主任技省者

打町夕
,―
夕,を レ  主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 印

手持 佐

ゑ 及 災

ゑ 穴 災

検査年月日

今
～
亀年

7月 ■ 日

◆券レん年

11月 1日

年

月   日



検査結果一覧表
系統名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備、ほう酸注入機能を有する設備、圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク

υ■

備  考
耐圧検査、

漏えい検査

祝 31年

4月 r 9日

淀

年

月

年

月

組立て及び据付け状

態を確認する検査

月

年

月

年

月

外観検査

弔武う。年
/0月  2日

見

平成ち1年

十月_F8日

魔

↑紳允牟
6月 6日

淀

寸法検査

コ成3° 年
/o月  Z日

淀

平成射年
4月  18日

之

年

月

材料検査

物掟30年

ノ0月 2日

淀

平赤渇t年
4月  ,8日

え

年

月

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査ロ

結果



系統名

検査結果一覧表
非常用炉心冷去F設備その他原子炉注水設備、ほう酸注入機能を有する設備、圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備)
容器

燃料取替用水タンク

σヽ

備  考

幸策海お=齢柱
雄桑演生立歌め賓

維魅諸
又施

耐圧検査、

漏えい検査

↑み多え年
■ 月 今 日

捷

年

月

日

組立て及び据付け状

態を確認する検査

年

月

＼やん阜
,1 月  1日

捷

年

月

外観検査

今ん孔年
′マ月́ 4日

虚

◆み雪乙年
rT月 1 日

え

年

月 日

寸法検査

今オヽC盈年
1月 今 日

,

年

月

年

月 日

材料検査

年

月

年

月

年

月 日

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査日

結果



添付資料
二1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されて

いること。

記録確認

廟鳶 30年

/o月 之 日 遺
使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。平旗
｀
例 年

4月 ,8日
え

今紳 亀 年

6月 あ日 λ

検査をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書どおりであること

を確認する。

記録確認

平八 〕9年

/0月 鬼 日 述

平パ31年

今 月ra日
虚

/,I。た年
渉 月歩日 史

7



添付資料-1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されて

いること。

記録確認

↑経 え年

'7月 4日 え
使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。ρ井ウ免 年

'1月
,日
之

年 /

検査をする工事の工

程、期 日及び場所が申

請書どおりであること

を確認する。

記録確認

↑か砲年

η 月今 日
掟

/?″ え年

'1月

1日 皮
年

一

8



添付資料-1-2

高浜発電所第 2-号機 :使用前検査記録

検_査前確認事項

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

弔及

''つ

年 ′

′0月 虫 日 之
平強 Jl年
141月
!8日
症

午

―

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

平農湾。年

′9月 2日 之
~子

茂
｀
31年

■月 F8日
施

年

一

9



添付資料-1-3

高浜発電所第2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

平成 〕。年

′0月 2日 掟

平療力t年

4月 18日 淀

年

一

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

平痕
'0年/0月 2日 え

平茂 31年

4月 rB日 庭

年

一

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

平療〕力 年

/0月 鬼 日 之

平晟

'31年4月 ,8日 虚

年

一

T0



添付資料-1-3

寸法検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

つ覇pん 年

7月 4日
,

年

月   日

年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

↑弁ゆえ年
9月 今日 之

年

月   日

年 イ

1検査用計器が校正され

'て
おり有効期限内であ

|る こと及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

牟んん年

7月 4日 之

年

月   日

年 イ

1 1



添付資料-1-4

外観検査

高浜発電所第 2号機 ・使用前検査記録

検査前確認事項

命

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

平及

'90年/0月 2日 淀
平パ 31年

4月 ′3日 鹿

今″ え年

b tt b 口 之

必要な図面等が蜂備

されていること。
図面等確認

手病 J9年

′0月 2日 鉱

孝床 31年
,

4月 !8日 症

↑″λ年

ι月占嵐 淀

,2



添付資料 -1-4

外観検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

命

ゝ

確認事項 ´ 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

今舟 允卒

守月4日 乏

年

月   日

年 / =

必要な図面等が準備

されていることも
図面等確認

◆″角年
η月 4日 た

年

月  日

年 イ
=

13



添付資料-1-4

外観検査

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

命

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

今ルん年

,1月 1 日
え

年

月  日

年 /

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

今かん年

,1月 1日
雄

年

月 二 日

年 /

:うヽ

r子



添付資料 -1-5

∩

-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 F 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。       イ
記録確認

つ弁うえ年

11月 イ日 舟
t 年

月   日

年 イ
=

1必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

◆″花年
11月 1日 魔

年

月   日

年 イ

,と



添付資料-1-6

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

耐圧検査、漏えい検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備 されているこ

と。

記録確認

平成31年

4月 子守日 捷

年

月   日

年 イ

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

平夙:31年

4月 19日 彼

年

月   日

年 イ

検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精

度を有 しているこ

と。

記録確認

平茂
｀
31年

4月 1今 日 え
年

月   日

年 イ

系統構成が完了 して

いること。

〇
記録確認

平成31年

4月 1'日 え
立会/

記録確認

年

月   日

立会/

策 月   日

=

T6



添付資料-1-6

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

耐圧検査、漏えい検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されているニ

と。

記録確認

↑″え年
η月 4日 淀

年

月 日

年 イ

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

つ停え年

η月 4日 班
年

月   日

年 イ

検査用計器が校正さ

れてお り有効期限内

であること及び必要
―
な測定範囲、測定精

度を有 してい るこ

と。

記録確認

今
～
亀年

η月4日 泣

年

月   日

年 イ

系統構成が完了して

いること。

記録確認

命捧 為年

7月 4日 掟
立会/

記録確認

年

月   日

立会/
虹 月   日

,7



添付資料 -2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パフー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 原子炉冷去「系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク :1個

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象 使用材料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

胴   板
* 平残 ,0年

′δ 月 2_口 淀

記録確認

屋 根 板
平病 BI

4月
年

, 8日
2

底   板
平病 3?年
′0月 2口 た

側マ ンホールふた
平下31年
4月 r8日 皮

備 考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別蕃号 :T2-1ユ T'02

1蹴 籟
哺

l醒 甲
及劇 凰甲 狙 旅 紳

15



添付資料 =2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 i三菱重工業株式会社 パフエ ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備 ‐

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク :1個

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査封象 使用材料 検査年月 日
検査

結果
検査方法

胴   板 *
子病 131年

4月 ,8日
4

盈

記録確認

屋 根 板
年
月 日

底   板
年

側マンホールふた
年

月 日

備 考
・記録確認はヽ申請者の品質記録 (※ )に よる。

※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1工 !'ο 2

ポ兼録珠 のうと、A乾 上|■ l入久→RA棚加■■″つP¶班恭

19



添付資料二 3-1

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パフエ ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷去p設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク :1個

判定基準 i各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

※1

(mm)

許容寸法
※2

(■lm)

測定値

(mm)
検査年月日

検査

結果
検査方法

胴 内径
平森お1年

4月 子ら日
2 記録確認

胴板厚 さ
平残泌1年

今月+8日
基
記録確認

備考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画によるも
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-190名

2つ



添付資料 -3-1

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 原子炉冷去「系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク 11個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

※1

(mm)

許容寸法
※2

(mm)

測定値

(mm)
検査年月 日

検査

結果
検査方法

胴 内径
今浄ん年

9月 4日
虚
X4
記録確認

胴板厚 さ
◆浄盈年
守月4白
皮 、米4
記録確認

備考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

来8:適合性権認検査成績書の議別番号 :T2-1″ 1?,2(嘉刃老気う

X4:奉茉考もヾ鰺 1ヽ生猛鶉建 猛孜 め▼叉たとた上びζ酵4互乏岬宅揉た

21



添付資料 -3-2

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷去層系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク :1個

判定基準 :各部の主要寸法の涙1定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

※1

(mm)

許容寸法※
2

(mれ )

狽1定値

(mm)
検査年月 日

検査

結果
検査方法

屋根板厚 さ
平友131年

4月 rる 日 え
記録確認

底板厚 さ

平及130年

/0月 2日
芝 記録確認

出日管台 (余

熱除去ホ
°
ンフ
°
)

外径

平腐

'1年4月 ,8日
虞 記録確認

出口管台 (余

熱除去ホ
°
ンフ
°
)

厚 さ

平八:31年

4月 ,8日 羞
記録確認

出口管台 (内

吉るスフ
°
レホ
°
ンフ
°
)

外径

珀城31年

4月 IB日
虞 記録確認

備考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 8)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :T之 二十一T902

22



添付資料 -3-2

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パワiドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷去日系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク :1個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

※1

(mm)

許容寸法
※2

(hm)

測定値

(mm)
検査年月 日

検査

結果
検査方法

屋根板厚 さ
↑ん亀年
1月 4日 魔

業4
記録確認

底板厚 さ
年

日
ノ

月 /
旅

出 口管台 (余

熱除去ホ
°
ンフ
°
)

外径

年

日月
記録確認

出 日管台 (余

熱除去ホ
°
ンフ
°
)

厚 さ

年

日月
記録確認

出 日管台 (内

部スフ
°
レホ

年

日月
記録確認

備考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。

※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1● I?οユ(4磁 )

※4:奉栄弟ぶ迪今脇燐詩雄 こ散ぁ.文抱した義Tこ J僧12迄打。■゙敗

2う



添付資料二 3-3

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク :1個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

※1

(mm)

許容寸法×
2

(mm)

測定値

(mm)
検査年月 日

検査

結果
検査方法

出日管台 (内

吉Бスフ
°
レホ
°
ンフ
°
)

厚 さ

平病 31年

4月 18日
淀 記録確認

給水入 口管台

外径

平歳ち1年

今月18日
え 記録確認

給水入口管台

厚さ

著歳
｀
31年

4月
'ら

日 鉦
記録確認

出 口管台 (充

てん/高圧注

入ホ
°
ンフ
°
)外径

昇パ射年

4月 18日
魔 記録確認

出 日管台 (充

てん/高圧注

入ホ
°
ンフ
°
)厚 さ

平成う1年

4月 18日

,

魔 記録確認

備考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 3)に よる。
※ 3:適合性確認検査成績書の識別番号 :丁ユ…1-19οえ
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添付資料 -3-4

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備
計測制御系統施設 とよう酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )
容器

燃料取替用水タンク :1個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足することき

.検査対象
主要寸法

※1

(mm)

許容寸法※
2

(mm)

測定値

(mm)
検査年月日

検査

結果
検査方法

側マンホール管台

外径

平及
｀
う1年

4月 ,8日 え
記録確認

側マンホール管台

厚 さ

平成 Bl年

4月
'3日

之 記録確認

イ貝llマンホールふた

厚さ

孝魔31卒

4月 子8日 え
記録確認

高   さ
平残:'1年

4月 r8日
掟 記録確認

1備考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。  ※ 3:最小値
・記録確認は、申講者の品質記録 (※ 4)に よる。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-i?ο2

2占



添付資料-3-4

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う駿注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク :1個

判定基準 :各部の主要寸法の狽1定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

※1

(mm)

許容寸法
※2

(mm)

狽1定値

(m五 )
検査年月 日

検査

結果
検査方法

側マンホール管台

外径

年

″
/ 編

側マンホ‥ル管台

厚 さ

年

日月
記録確認

側マンホールふ た

厚 さ

年

日月
記録確認

高   さ
今浄花年

7月 4日
淀
キ占
記録確認

備考

※ 1:公称値  ※ 2:許容値は工事計画による。 ,※ 3:最小値
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 4)に よる。

※4:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1=1'02(嘉将M基 )

曽ら:与茸方が適浴聰 椋生

“

よおく災施した専ヒびζ、駕l立逸屯at又乱

26



添付資料-4-1

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :頭麺電誇株式会鶏琴第策懲蓉弟

三菱重工業株式会社 パワー ドメイン 原子力事業部

:原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計涙J制御系統勉設 ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク :1個

検査範囲

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・Jl生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)がないこと。       i

検査対象 検査年月 日 検査結果 検査方法

平ズ30年

/0月 之 日 虚 ヴ
記録確認

燃料取替用水タンク

備 i考

・塗装施工前の状態で確認。

栄 :桧有_女葛れ っぅち、床_′子友(夕I椴咄)にうしЦ尼盟吉為

2?



添付資料-4-1

高浜発電所第 2号機

外観検査記録
検査場所 :奪韓穏綾導撃驚淵嘉蒜兵摯も葬

三菱重工業株式会社 パワ‐ ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほ う酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク :1個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能。性能に影響を及ぼすおそれのある傷、害1れて変形、腐食、

浸食)がないこと。

検査対象 検査年月 日 検査結果 検査方法
′

燃料取替用水タンク
平尻ィ31

4
年

月 !る 日
胞

目視

/髯
録確

備 考
・塗装施工前の状態で確認。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)に よる。

※1:適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-1-19ο え
※撻 丈ミ薙のうう、え庁及(ゥトィ具il)亀解X←鐸仏Bとっ、,iノ翻象と時

28



添付資料 -4-1

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :撃顧通読琳獣送鵡噺諭菊線尊弟

三菱重工業株式会社 ノくウー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク :1個             |

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 。性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)が ないこと。

検査対象 検査年月 日 検査結果 検査方法

燃料取替用水タンク
吟璃干亀年
あ 月ら日

施

採1普2

①
/
記録確認

備 考
・塗装施工前の状態で確認。

栄I南蛛 のう意、Rla孵五■ たうn五躯典、
碁z:奉絡 り、適冷雄羽鋳鳥椋寃i守めt又たとれことf5、′次aと

也亀at又抱

皇9



添付資料-4-1

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :壊頭瑶駒鎌式会社導割導綱臣肇

三菱重工業株式会社 パワ■ ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷
｀
却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )
容器

燃料取替用水タンク :1個

判定基奉 :有害な欠陥 (表面に機能 。性能に影響を及ばすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)が ′Fい こと。

検査対象 検査年月日 検査結果 検査方法

燃料取替用水タンク
若滑静え 準
写 月 4日

良
目視

綴

備 考
・塗装勉工前の状態で確認。

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)に よる。

※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 :+2‐ 1-1992停
'埃

なう

X2:検宜対経のお、た搬島れっし,■寵角       イ
X3:争素た戯韓 悌絶終雁 立

“

お持卿絶これしド、校生立蜘 Hで敗

30



添付資料 -4-2

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

計測制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備

■原子炉格納施設
.圧
力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク :1個             |

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 れl生能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形、腐食、

浸食)が ないこと。       t

検査対象 検査年月 日 検査結果 検査方法

燃料取替用水タンク
今″
l      r

売 年
, 月 1 日

皮
諭

/
記録確認

備 考
・組立て及び据付け状態で確認。

31



i添付資料-5

高浜発電所第 2号機                        ヽ

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備
!  計狽J制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備   ′    ィ

原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )

容器

燃料取替用水タンク :1個       (

判定基準 :工事計画のとお りであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月 日 検査結果 検査方法

燃料取替用水タンク
吟潮予ん年
,1月 十 日 之

①
/｀
記録確認

備 考              I

32
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高浜発電所第 2号機

耐圧検査、漏えい検査記録

検査場所 :三菱重工業株式会社 ノくワー ドメイン 原子力事業部

検査範囲 :原子炉冷去「系統施設 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備
計測制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備
原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )
容器

燃料取替用水タンク :1個

判定基準 :・ 検査圧力に耐え、かっ、異常がないこと。
。著しい漏えいがないこと。

検査方法

記録確認

備考

※ 1:重大事故等時における使用時の値。

・底板の溶接部について、

請者の記録により確認。

局都漏えい検査及び非破壊試験 (放射線透過試験異様浸透探傷試験)を申請者が実施した結果、異常のないことを申
M確認                  輝

検査結果

魔

検査年月日

朝 う1年

4月 :今 日

水圧、気圧

区分

水圧

漏えい

検査時圧力

(ヽlPa)

締'配

保持

時間

(分 )

I I

耐圧検査時

圧力

(MPa)

賓争′世霧u盈

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

静水頭圧

最高使用

圧力
※1

(MPa)

大気戸土

検査対象

燃料取替用水タンク

郭
奪
埒
華
ｌ
ω



い
ぶ

検査方法

逆⌒Ψフ記録確認

検査結果

2

検査年月日

冷符え年
7月今 日

水圧、気圧

区分

水圧

漏えい

検査時圧力

(沖lPa)

緒煙雛

賠
嘲
の

1I

耐圧検査時

圧力

(MPa)

背争,に欧戸ェ

耐圧検査

規定圧力

(MPa)

静水頭圧

最高使用

圧力※
1

(MPa)

大気圧

耐圧検査、漏えい検査記録

高浜発電所第 2号機

計測制御系統施設 ほう酸注入機能を有する設備
原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備 (格納容器安全設備 )
容器

燃料取替用水タンク :1個

その他原子炉注水設備検査範囲 :原子炉冷却系統施設 非常用炉心

判定基準 :i検査圧力に耐え、かつ、異常がなぃこと。
・著しい漏えいがないこと。

検査対象

燃料取替用水 タンク

備考

※ 1:重大事故等時における使用時の値。

てワ朝已したこLむ
`、

族盈払乏転aでぇ花tckお2:手沖ヽ 鶉
草
婿
華
ｌ
ω



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

構造、強度又は漏えいに係る「

使用前検査成績書

施  設  名 :原子炉冷却系統施設

系 統 名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB一 A

格納容器サンプB一 B

要領書番 号  :原規規収第 1610072号 2-05-1

◆ふVえ年∂月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1 発電所名i  関西電力株式会社 高浜発電所第 2号機

2 検査の種類  構造、強度又は漏えいに係る使用前検査

3 検査申請 使用前検査申請番号

関原発第 321号

関原発第 435号
′
関原発第 47号

関原発第 203号

関原発第 260号

関原発第 416号

関原発第 505号

関原発第 513号

関原発第  4号

関原発第 69号

関原発第 116号

翻 輩 絶
沙好

(平成 28年 10月  7日 )

(平成 30年  3月 20日 )

(平成 30年  41月 20日 )

(平成 30年 7月  4日 )

(平成 30年 8月 20日 )

(平成 30年 12月  5日 )

(平成 31年  2月  1日 )

(平成 31年 2月  6日 )

(平成 31年  4月  4日 )

(令和 元年 5月 16日 )

(令和 元年 6月 24日 )

でつ砕 元キ ∂司ユ3日 )

4検 査郭日  自 宥琢巧乙 年 7月

'7日至牟和ぇ年∂月27日

5 検査場所

6 検査範囲

関西電力株式会社 高浜発電所

福井県大飯郡高浜町囲ノ浦

高浜発電所第 2号機

発電用原子炉施設

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB一 A l個

■  格納容器サンプB一 B l個



ノ7検査実施者  検査実施者一覧表のとおり

8検査結果   検査結果一覧表のとおり

9 添付資料 使用前検査記録         .'

1 検査前確認事項

2 材料検査記録

3 寸法検査記録      t

4 外観検査記録

5 組立て及び据付け状態を確認する検査記録

6 検査用計器一覧表

2



検査実施者一覧表

tv

特記事項

生し

巧 (

検査立会責任者 印

養亀渦源背 主任技術者

験と竜 翼 み ■ ザt, 主任技術者

主任技術者

原子力施設検査官 F「

千升 4
ヽ ィ

デ逍口 発 ム

孝今 後

彪八詈

検査年月日

今株巧已年

'月

/7日

枷 え年

デ月2夕日

年

月   日



検査結果一覧表
系統名 :非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

i貯蔵本曽

格納容器サンプB― A

格納容器サンプB― B

・ト

備考
組立て及び据付け

状態を確認する検査

月

今和 え
年

、′ 月
=夕

日

段

月    日

外観検査

牟芽やぇ 年
7月 /7日

R
月

年

寸法検査

今赤ワれ 年
ク 月
'7日

盤

月 日

年

月 日

材料検査

◆″ぇ 年
7月
'7日

鵞
今永Vえ 年
θ
‐
月z7日

罠
年

月    日

検査項目

検査日

結果

検査日

結果

検査日

結果



添付資料 1-1

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

今未り落年

η月,守 日 負
使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請番

号を含む。)を記載する。◆和■年

ア月2ク日 負
年 /

検査 をする工事の正

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

今た
'た
午

句 月
'守

日 食
◆約え年

″月z夕日 氏
年

一

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

牟未ワん 年

々月/7日 盆

今釉た年

P月 ″ク日夜
年

一

f



添付資料 1-2

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

牟株吟乙年
‐7月
'7菌

|

R
今約え年

″月′ク日 挺
年

一

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

か券 りん牛

η月
'η

日 艇
◆約え年

ρ月4,7日 挺
年

一

6



添付資料 1-3

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

寸法検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

今紳え 年

句月
'η

日 R
年

一

年

一

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

今熟呼己年

7月
'7日
艇

年

一

年

一

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

綸殊りむ年
′7月
'1日

史
年

一

年

一

7



添付資料 1-4

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が

準備されているこ.と。
記録確認

今未口え■

η月常菌 薇
年

一

年

一

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

今衆,ん 年
1月
'?日

筵
年

一

年

一

∂



添付資料 1-5

高浜発電所第 2号機 イ吏用前検査記録

検査前確認事項

組立て及び据付け状態を
′
る検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

傘和え年
d月 2ク 日 ＆ヽ

年

月 日

年

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確認

イ

◆和 え年
″月z7日 柔

年

月 日

年

必要な図面等が準備

されていること。
図面等確認

イ

?



添付資料 2

高浜発電所第 2号機

材料検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB― All個
格納容器サンプB一 Bll個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 材 料 検査年月日
検査

結果
検査方法

格納容器

サンプB tt A 今
～
を年
7月 /7日
盆
*

離 忍

格納容器
サンプB一 B

備考

1記綬驚聡蓉ぽ庸鷲羅藝活曇挽唾聖泉
°
れ_|二 |=οξ

れ梅邊ィかコ〉クt,一卜の及純牧左な除く。

10



添付資料 2

高浜発電所第 2号樹毛

材料検査記録・

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所
検査範囲 原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプBTA11個
格納容器サンプB― B:1個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

材 料検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

格納容器

サンプB― A

格納容器

サンプB― B

冷和 た 年
′! 月ど7日

良ヽ
*

魏

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。
※ :適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-ノ …だ 気争

1示 糖彦体glクリートの刀顔鐵る弗雀通互形暫喜亀ぅ

||



添付資料 3

高浜発電所第 2号機

寸法検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB一 A:1個
マ      格納容器サンプB― B:1個

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象
寸法
※l

(mm)

許容値
※2

(mm).

測定値

(mm)
検査年月日

検査

結果
検査方法

格納容器

サンプB tt A

た て

今毎 年
η月,7日 舟
0
翻

格納容器

サンプB一 B
今熟巧む年
η月
'η

日 良
⑫
翻

格納容器

サンプB一 A 仕切壁
高さ

抑 ん年
η月,?日 食
0
翻格納容器

サンプB一 B

格納容器

サンプB一 A 仕切壁
厚さ

命牟茅ひ年
9月 ,η
日 R 0触格納容器

サンプB一 B

備考

※ 1:公称値  ※2:許容値は二事計画による。

Iz



添付資料 4

高浜発電所第 2号機

外観検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽          
―

格納容器サンプB― A:1個
格納容器サンプB一 B:1個

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能・性能に影響を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形(腐食、浸食)

がないこと。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

格納容器サ ンプ B一 A
今赤″も年
′7月
'9日

,

鵞 視

格納容器サンプB一 B
奮茅W叛と年
η 月,7日 挺 視

備考
!塗装施工前の状態で確認

'3



添付資料 5

高浜発電所第 2号機

組立て及び据付け状態を確認する検査記録

検査場所 :関西電力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

貯蔵槽

格納容器サンプB一 A:1個
格納容器サンプB一 B:1個

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

格納容器サンプ B― A 今紳え年
″月2″ 日 食

目 視

格納容器サンプ B― B
冷浄え年
′月2夕日 歿

目 視

備考
・目視可能な範囲での塗装後の外観 (有害な欠陥 (表面に機能 。性能に影響を及ぼすおそれのあ

る傷、割れ、変形、腐食、浸食)がないこと。)も含めて確認。

14



管理番号 測定範囲 測定精度 備考
校正年月日

有効期限
検査項目 検査用計器

1

1

／

／

８

０

６

　
５

／

／

０

　
０

２

　
２寸法検査 コンベックス

高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
検査用計器一覧表

添付資料 6

7 /′7

1晩



関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :2-05-2

今朱。3年 3月

原子力規制委員会



r~マ

(  1

使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請    検査申請―覧表のとおり

3検査夕月日    自 今μ3年 3月 23日

至 4湖醇3年う月23日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :2‐ 05-2

4



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 321号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第 435号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第47号 (平成30年 4月 20日 )

関原発第 203号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 260号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第416号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 505号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第 513号 (平成31年 2月 6日 )

関原発第 4号 (平成31年 4月 4日 )

関原発第69号 (2019年 5月 16日 )

蘭原発第 116号 (2019年 6月 24日 )

関原発第205号 (2019年 8月 23日 )

関原発第 511号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 543号 (2020年 2月 26日 )

関原発第618号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 23号 (2020年 4月 7日 )

成績書管理番号 :2=05-2

検査申請二覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2



検査結果二覧表

成績書管理番号 :2-05-2

い

特記事項

みし‐

検査立会責任者

がイウンタタデでソ生任学術者

原子力検査官

ジ
灸  

歩 、 え

検査結果

之

検査年月日

令和 3 年
3月 23日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :205-2

検査年月日 :今れワう 年 う 月 2,日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。  |

記録確認 O―

検査 をする工事の正

程、期日及び場所が申

請書 どお りである こ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切である こ

と。

記録確認 O一

4



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(一号検査)     、

成績書管理番号 i2-05-2

検査年月白:↑浄″3年 3角 23日
検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ①・

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 0・
二

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。           .

記録確認 良,○

系統構成が完了していること。
立会/

記録確認
良・○

=



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(一号検査)

成績書管理番号 :2052

痰査年角日:捗3年 3 月 23日
検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験
。検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2■ -0307

6

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

非常用炉心冷却設備るの他原子炉注水設備

ろ過装置        別添 1参照

検査結果 検査方法判定基準検査項目

2
目視

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

外観検査

組立て及び据付け状態を確認す

る検査



工事計画本文 (原規規発第1606105号 、F成28年6月 10日 認可)

原子炉冷却系統施設

加匠水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)に あつては、次の事項

7 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備に係る次の事項

(4)ろ過装置の名称、種類、容量、最高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、個数及び取付箇所

・常設 (1/2)

預

変更なし

138(注日)
し

変 更 前 変 更 後

mm

mm

m学 /h

MPa

数枚

量 (よよ〉容

デ   ィ   ス  ク

ギ  ャ  ッ  プ

コ ア チ ュ ー ブ

材
料

格納容器再循環サンプスクリーン

デイスク型

称名

類種

最 高 使 用 圧 が
注7)

最 高 使 用 温 度 ℃

てた

ヨ ア チ ュ ー ブ 外 径

さ

横

一局

i  ml魚

デ

イ

ス
ク

ギ

ヤ
ッ
プ

主
要
＃
法

径外

さ局

数枚

運
鶉

騨

（
岸
＼

ω
）

ロ 検査対象範囲



い

(2/2)

(注 1)1系列あたりの流量を示す。

(注2)有効吸込水頭がポンプの必要有効B及込水頭 (余熱除去ポンプ
`颯
山部スプレポンプlコ 以上

(注3)有効吸洛水頭の設計値は、余熱除去ポンプで,― 内部スプレポンプでI壇

(注4)公称値

(注写)有効吸込水頭がポンプの必要有効吸込水F~買 (荼熱除去ポンプl狙 、内部スプレポンプ呵■■,以■
(注6)有効吸込水頭σ)設計値は、余熱除去ポィプでlJ、 内部スプレポンプでtu

(注7)格納奈器再循環サンプスクリーンは、その機能及び構造上耐圧機能を必要としないため、最高使用圧力は適用されないがtこ こ

では、原子炉格納不器の最高使用圧力を ( )内 に示す。

(注8)重大事故等時における使用時の値

(注9)記載値は公称値でわり、部品単位の寸法を示すp

(注 10)1モジュ▼ル当たりの数量を示す。                                 、

(注 11)系列数を示す。

(注 12)1系 列l幹 ジュールである。
(注 13)1系 列′Jモジュールである。

(注 14)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。

瀬
ほ
欝
卵
岸

（
囀
＼

ω
）

変 更 後

2(注 13)

格納容器再循環｀
サンタスクリーシB
格納容器サンプB一B

変更な し

格納容器再循環

サンプスクリーンA

格納容器サンプトA

変 更 前

1(Ⅲ 12)

格納容器再循環サンプスクリ▼ン

格納容器サンプB ly主口)

個 数 (注
1,)

系   統    名
(ラ イ ン 名 )

取
付
箇
所

検査対象範囲



(注 15)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

滞
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